
  



  土台のある都


  エルサレムの霊的背景に関する黙想


  



  Ｔ．オースチン-スパークス


  



  目次


  



  第一章 導入的概論
 第二章 天のエルサレムである教会の天的な特徴
 第三章 天の幻からの逸脱の結果
 第四章 勝利者の特徴
 第五章 勝利者の特徴（続き）
 第六章 都――天の統治の座
 第七章 普遍性との関連におけるエルサレム
 第八章 都の明かり
 注記


  



  第一章 導入的概論


  



  聖書朗読：ヘブル十一・十、エゼキエル五・五


  



  私たちの目的は次のことを理解することです。すなわち、エルサレムは神と大いに密接な関係にあり、確かに神によって生み出されたものなので、その価値はもっぱら霊的・神聖なものであるにちがいないということです。その歴史の背後には、この世や時間に属するものからではない、天的・永遠である数々の要素があります。


  シリアの地


  特にこの都について考えるには、まずその地全体について見る必要があります。なぜなら、この都は主として、その地の諸々の特徴を凝縮したものだからです。ヘブル十一章から、土台のあるこの都は天のふるさとと密接な関係にあるため（十、十六節）、この都はこのふるさとを凝縮したものにほかならないことがわかります。これは、先に進む際、心に留めておくべき大事な点です。


  この土地の諸々の関係のいくつかに注目することにします。


  第一に、世界の他の部分に対するこの土地の関係です。シリアは人類にとって、霊的にも物質的にも、世界の他のどの国よりも重大な意味を持っていました。


  その中心性はすぐにわかります。シリアはアジアとアフリカの間に、人類の太古の二つの生地、すなわち、ユーフラテス川とナイル川の流域の間にあります。また、帝国の二つの大きな中心である、西アジアとエジプトとの間にあります。一方の側は東洋の古代世界を代表し、他方の側は西洋の現代世界への通路である地中海沿岸世界を代表しています。


  第二に、シリアとアラビアの間の関係がわかります。シリアはアラビア世界の北端にあります。アラビアはセム族の揺り籠でした。セム族は四つの方面に進出しました。（１）エチオピア方面、（２）スエズ海峡を経てエジプト方面、（３）アラビアの砂漠を通ってメソポタミア方面、（４）ヨルダン川を経て西シリア方面です。他のどの方面にもまして、これらのセム族はシリアに向かって移動しました。私たちは彼らが二つの特別な道でこの地に入ったことを知っています。すなわち、アブラハムの場合はメソポタミアから、イスラエル（ヘブル人）の場合はエジプトからです。


  第三に、アジア、アフリカ、ヨーロッパに対するこの土地の関係です。ユーフラテス川からナイル川に至る世界最古の道に気づきます。その道はいまだに使われており（昔のラクダの隊商は自動車輸送に取って代わられましたが）、ダマスカス、ガリラヤ、イズレル平原を通って、パレスチナの海辺の平野に下り、ガザを通ってエジプトに至ります。


  第四に、シリアと関わりを持った地の諸国民と諸民族です。これらに関する膨大な一覧があります。この土地は、これらすべての諸国民・諸民族の目的地か、実際の居住地か、戦場かのいずれかであり、大抵は居住地でした。ヒッタイト人は小アジアから南下し、エチオピア人はナイルを征服して北上しました。以下は侵略者の一覧です：ヒッタイト人、エチオピア人、スキタイ人、バビロニア人、ペルシャ人、イスラム侵略、トルコ人、モンゴル人、ギリシャ人、ローマ人、アラブ人、十字軍、ナポレオン、そして最後に大戦の同盟軍です。これらはみな、この小さな国に特別な関心を寄せていました。ですから、シリアはこの世界の歴史の中でとても重要な地位を占めていることは明白です。


  次に、この土地自身の一つか二つの詳細について注目することにします。この土地の長さは全体で約四百マイル、幅は八十から百マイルの間であり、西端は海、北端はタウルス山脈、東端と南端は砂漠です。「シリア」という名前は「アッシリア」を短縮したものです。この名前はもともと、ギリシャ人がコーカサス地方からレバーント地方にまで至るアッシリア帝国全体に対して用いたものです。その後、この帝国はユーフラテス川の西岸に縮小し、最終的に、すでに述べた現在の範囲にまで縮小しました。パレスチナはシリアの一部にすぎず、ギリシャ人はそれをユダヤを含むシリアの南部と定めました。


  この国は数々の山岳地帯によって分けられており、一つの政府の下にまとまったことが決してないほどです。砂漠に対する三つの障壁があります。第一にヨルダン渓谷、第二に西方地帯、第三に東方地帯です。この土地に四本の線を引いて、異なる特徴を持つ地域に分けることができます。第一に海辺の平野、第二に西方地帯、第三にヨルダン川とヨルダン渓谷、第四に東方地帯があります。


  さて、その歴史から分かる霊的教訓に注目することにします。


  一．エルサレムの中心性


  今述べたことから、この土地とエルサレムの都の地理的、歴史的――そしてこれからさらによく見ることになりますが――霊的中心性がわかります。この土地とこの都の地理的中心性について感銘を受けたければ、世界地図を持って来て、鉛筆でシリアを指すだけで十分です（メルカトル図法）。


  この国の中心性は実に印象的です。そして、地理的中心性に歴史的中心性を加えて、歴史全体を通して、いかに世界の諸国民がこの地点に引き寄せられ、それに関心を寄せ、何らかの形でシリアと関係してきたのかを見る時、これもまた印象的な点です。しかし地理的・歴史的中心性に宗教的中心性、いやむしろ霊的中心性を加えて、それは主として、神が何らかの形でこの中心点と関わっておられるためであることを見る時、その意義は遥か遠くまで及ぶものとなり、遥かに印象的なものとなります。確かに、これはたんなる天然的事柄ではありません。普通のことではありません。これには、シリアの地のたかだか数マイル、この地上の一部よりも広範に及ぶ諸問題について物語る何かがあります！それは一大円形競技場の舞台のようです。その場所で神は霊的意義を持つ一つの演劇を歴史の中で作成してこられたのであり、たんに時間や地に属するものではなく、永遠と天に属する事柄を世界に示してこられたのです。ですから、エルサレムは、まず第一に、中心性を物語っています。


  その本体――新エルサレム


  型である歴史的エルサレムから、その本体である黙示録等の霊的エルサレムに向かうと、その特徴は天のエルサレムすなわち教会に関する最初の点であることがわかります。例えば、新エルサレムについて述べられている二つの点を挙げることにしましょう。


  第一に、諸国民はその明かりの中を歩み、彼らの栄光をその中に携えて来ます（黙二一・二四、二六）。新エルサレムはたんなる地理的なものではなく教会であることを心に留めると、教会は究極的には世界の他のすべての部分に対して中心的地位を占めるべきことがわかります。教会は、それに関係する周辺のすべての諸国民に対して、この地位を占めます。歴史的エルサレムが地理的・歴史的にこの中心的地位を占めているのと全く同じように、霊的な形で教会は究極的に神の宇宙の中で中心的地位を占めることになります。そして、すべてがそこから発するように、それに向かうことになります。それが中心となり、諸国民や王たちはそこから行き来します。この世界のすべての国々は、教会を宇宙的首都として認識するようになります。


  第二に、新エルサレムの四方には三つの門があり（黙二一・十三）、「都は正方形である」（十六節）と述べられています。「四」は被造物、全被造物の数です。全被造物をこの都は代表します。この都の四つの面の各々に、三つの門があります。これはどの方向も平等であることを意味します。もしこの都が世界の一つの側だけに対するものとして示されていたなら、その背面に三つの門は必要なかったでしょう。その門は他の三つの方向に面していたでしょう。しかし、三つの門がそのすべての面に平等に存在する以上、これは確かに、これらの門の前にあるものはすべて平等であることを意味します。すべてが教会の中心性を物語っています。


  それが意味するところはみな、これから可視化・実現されなければなりません。しかし、私たちが望んでいるのは、第一にこの都を据えることであり、御旨によると教会の所在や地位はいかなるものなのかを見ることです。そしてこれを認識する時、私たちは教会を滅ぼすための多くの面にわたる敵の活動を理解できるようになります。反対、戦い、紛争、包囲攻撃、襲撃に満ちたエルサレムの歴史のあの面を理解できるようになります。エルサレムにはなんと途方もない歴史があることか！詩篇作者が「エルサレムの平和のために祈れ」と私たちを促しているのももっともです。エルサレムのためにこのように祈るべきもっともな理由があります。なぜなら、エルサレムはこの地上の他のどの場所よりも艱難を経験してきたからです。


  これは示唆と意義に富んでおり、それ自身の霊的意義を伝えます。教会にはなんという歴史があることでしょう！真に霊的な神の民には、なんという争いの歴史があることでしょう！主が真にご自身のものである者たちに向かって、「この世ではあなたたちには艱難があります……」（ヨハ十六・三三）と仰せられたのももっともです。彼の教会に必要不可欠な一部分として、キリストとの生き生きとした関係の中に実際に入ることは、すべての時代にわたる争いの中に、絶え間ない戦いの領域の中に入ることを意味します。しかし、それには一つの理由があります。至極もっともな理由があります。なぜなら、ひとたびエルサレムが据えられ、天から出て神から下り、しかるべき宇宙の中心の場所に据えられる時、他のいかなる勢力もエルサレムに立ち向かえなくなるからです。この教会は、来るべきすべての時代にわたって、キリストにあって中心的な至高の地位を占めるよう定められています。多くの面にわたる少なからぬ敵の活動は、偽物の教会、まがい物の教会、偽りの教会を設けようとするものでした。


  先に進むにつれて、これについてさらに述べることになるでしょうが、私たちは私たちの第一原理を据えて、「上なるエルサレム」に対する神の御思いに関して、その最初の特徴について見ました。


  その第二の特徴に移ることにします。


  二．エルサレムの天的性質


  エルサレムに対する神の関係について私たちが知っている、最初の幾つかの動きに戻ることにします。これらの動きはアブラハムと共に始まりました。アブラハムは神の都の父祖だった、と言えるように感じます。御言葉は彼について、「彼は都を探していた」と述べています。どういうわけか（どうしてかは記されていません）彼は神と関係している都を探すようになりました。この都について神が彼に語られたことを告げるものは何もありません。しかし、ここで「彼は都を探していました（中略）その建造者・建設者は神です」（ヘブ十一・十）と明確に述べられています。どういうわけか彼は神と関係している都――神がその都の設計者（これが文字どおりの言葉だからです）であり建設者でした――を探すようになりました。これは、この都の形や特徴は神に由来するものになることを確かに意味します。神が設計者であり建設者である以上、建設・設計されるものの性格は神に由来するものになります。こうしてアブラハムは、神の御思いと御旨の表現であるもの、神の活動の結果であるもの、すなわち都を求めました。


  この都に向かう最初の一歩は何だったのでしょう？一人の人が私たちに教えてくれます。その人は聖霊に満たされていたステパノです。「栄光の神が私たちの父祖アブラハムに現れました」（使七・二）。これが、神の御思いの表現となるべきこの都に関する最初の一歩でした。その時以降、この世の中にあるけれどもその外にあるものとしてのエルサレムと、神は常に関わってこられました。堕落以降、栄光の神はこの地上のものにご自身を全く結びつけることはなさいません。彼はあるものを取り上げて、それを別の何か――それはこの地上からのものでは全くありません――の絵図とされました。そして、栄光の神がアブラハムに現れた時以降、神は常に、これまでずっと、この世の中にあるけれどもその外にあるものとしてのエルサレムと関わってこられました。私たちはこれを強調したいと思います。すなわち、エルサレムに対する神の関係はこれまでこの面に基づいていたのです。つまり、「この世の中にあるけれどもその外にある」という神の御思いにエルサレムがかなっている間だけ、神はエルサレムと関わりを持たれたのです。エルサレムがこの原理を保ちそこなって、この世と関わるようになった時、神はエルサレムを放棄されました。「この世の中にあるけれどもその外にある」という条件が満たされた時だけ、神はエルサレムと関係を持たれました。これは積極的・消極的に大いに明らかにされています。積極的には、エルサレムが天の都に関する神の御思いを表現して、この世からの分離を保った時、神はエルサレムと関わりを持たれました。消極的には、エルサレムがこの神の御思いを表現しそこなった時、あるいはやめた時はいつでも、神は退かれました。ですから、この比較から、神の御心が何だったのかがわかります。破壊され、苦しみを受け、捨てられた、エルサレムのこの暗い歴史は、「この地上にあるけれども全く天的である」という御思いを表現しない何ものとも神は関わりを持たれないことの、とても強力な証拠です。そのようなものを神は支持することも、維持することもなさいません。これは私たちの黙想でとても重要な点です。


  アブラハムの人生の特徴


  再びアブラハムに戻ることにすると、アブラハムはこの都の包括的型だったことがわかります。これを徹底的に追及するために、私たちは天的性質というこの原理を取り上げて、アブラハムの人生の天的特徴を追うことにします。アブラハムはこの都の父祖なので、彼はこの都に対する神の御思いにしたがって霊的に構成されています。そうである以上、この都の諸々の特徴がアブラハムの人生に一貫して流れているのが見えるはずです。そして、天的性質というこの特徴を、アブラハムの人生の中に辿るのは難しくありません。その八つの面を辿ることにします。


  一．天的ビジョン


  「栄光の神が私たちの父祖アブラハムに現れました」（使七・二）。これは天的ビジョンです。新約聖書なら、それを神の啓示、神の自己啓示と呼ぶこともできたでしょう。教会とは何でしょう？それは神が啓示される所であり、天的ビジョンの場です。教会は、キリストにおける神の啓示の化身です。教会は、そこで男たちや女たちが神を知るようになる領域、神を知る知識がますます成長する領域でなければなりません。教会は慣習を執り行い、形式を維持するだけのものではありません。教会は神の生き生きとした啓示が宿る所です。そして、教会であると主張するものが、神の生き生きとした啓示の場でなくなるやいなや、それは神が「教会」と称されるものではなくなります。そして、それがこれらの神聖な特徴を失う時、神は退いてしまわれます。それは前進するかもしれませんが、神は退いてしまわれます。エルサレムが諸国民に対する啓示の場ではなくなった時、神は退かれました。教会の目的は、神の御心によると、神の永続的・継続的啓示の領域であることです。栄光の神の出現の領域であることです。（黙示録の最初の三つの章を見てください。）


  この教会に属すること、この教会を知ることは素晴らしいことです。神がご自身を示し、ご自身を知らせる場所、継続的に何度も何度も栄光の神が出現される場所にいることがどういうことか、私たちは知っているでしょうか？あなたが所属している地元の会衆では、毎週、栄光の神が出現しておられる、とあなたは言えるでしょうか？しばしば私たちの心は、主がご自身を私たちに示してくださっているのを実感して温められます。アブラハムの人生の基礎だったこの特徴は、地と天の両方のエルサレムの基礎でもあります。それが教会の支配的法則です。


  二．地からの分離


  天からの啓示のゆえに、その結果必然的に地から分離されます。「アブラハムがカルデアのウルにいた時、栄光の神が彼に現れました」。その結果は何だったでしょう？「あなたの国、あなたの親族から離れなさい……」（創十二・一）。そして彼は出て行きました。どこからでしょう？彼の世界、彼の生来の世界、彼の元の世界、天然の世界全体、天然的出生の世界、天然的関係の世界、天然的興味の世界です。彼は出て行きました。すべてが新しくならなければなりませんでした。それは分離でした。


  エルサレムの長きにわたる諸世紀の間ずっと、これはそうでした。もう一度「エルサレム」という言葉と共に御言葉を読み通して、神がいかにエルサレムに対して「清くあれ、分離されよ、聖であれ、周囲の国々と関係を持ってはならない、諸国民のただ中で神のために立て」と絶えず訴えておられるのかを見てください。エルサレムの恐るべき悲劇――次々と預言者がすすり泣きつつ告げる悲劇――は、失われた分離という悲劇です。


  これが教会の悲劇です。まさに教会史の悲劇から、神の御思いがわかります。ご自身の民に対する神の御思いを破るなら、必ず悲劇的結果になります。教会が大いに理解する必要があるのは、世からの徹底的分離を要求するその天的関係です。それは神が心からそれと関係を持てるようになるためです。


  三．天の国籍


  「なぜなら彼は土台のある都を探していたからです。その建造者（設計者）・建設者は神です」（ヘブ十一・十）。彼はそれをどこに見つけたのでしょう？この地上には全く見つからなかったのです！ヘブル十一章に向かうと、アブラハムが遥か遠くのものを見て、それを歓迎したことがわかります。主イエスは「……アブラハムはわたしの日を見て喜びました……」（ヨハ八・五六）と仰せられました。彼は信仰によって見ました。「信仰によってアブラハムは、召された時、従って（中略）出て行きました……」（ヘブ十一・八）。「これらの人々はみな、受けませんでしたが、信仰の中で亡くなりました……」（十三節）。彼の国籍はこの地の国籍では全くなく、天の国籍でした。新約聖書はこれを明確にしています。アブラハムの真の子孫は（ユダヤ国民ではなく）「私たち全員の母である」（ガラ四・二六）上なるエルサレムと結ばれている信者たちです。こうパウロは述べています。ですから使徒はまた言います、「私たちの国籍は天にあるからです。そこから救い主が来られるのを、私たちは待っているのです」（ピリ三・二〇）。


  四．寄留者であり旅人である


  それと密接に関係し、対応していることですが、その土地のアブラハムは寄留者・旅人として幕屋の中に住み、その地に何の分け前も持たず、その土地では旅人だった、と告げられています。これは天的性質の特徴ではないでしょうか？ここでは寄留者であり旅人です。しかし、それでは私たちはどこに属しているのでしょう？ペテロは彼の手紙を書くときこう述べています、「愛する者たちよ、私は旅人であり寄留者であるあなたたちにお願いします……」（一ペテ二・十一）。天の国に属しており、天の国籍を持っているのです。


  五．地的庇護や報いを拒むこと


  この世からの庇護や報いは、アブラハムにはいっさいありませんでした。彼は正しい諸原則のために尽力したかもしれませんし、そうすることによってこの世の人々に益をもたらしたかもしれませんが（この地上の主の民の霊的奉仕がこの世に対して、この不敬虔な世に対してすら、何らかの益を及ぼしたことに、異を唱える人がいるでしょうか？その中に主の民がいなければこの世がどうなっていたかは、主だけがご存じです）、アブラハムは彼の活動から益を受けたこの世の人々や、ソドムとゴモラの町の人々に対して、彼らが何らかの報いを与えて彼を庇護しようとした時、「結構です」と言いました。アブラハムは依然として外に立っていたのです。


  この地上の神の民の奉仕を利用すること、彼らに感謝、称号、地位を送ること、彼らをこの地上の人々の間で重要なものにすることが、これまで悪魔が仕掛けてきた最も深刻な罠の一つでした。これらの昇進が行われ、これらの贈物が与えられ、この感謝が送られ、これらの地位が与えられる時、往々にして、深遠な霊的重要性が失われ、その生活の実際の霊的価値は終わりを告げることがわかります。多くの真に価値ある神の僕の悲劇は――彼らは霊的な方法で神によって力強く用いられましたが、その霊的価値を失い、その特徴を失ったまま人生を終えました――何らかの形で彼らが感謝・受容されるようになり、この世からの感謝と恩恵と報いを受け取ったせいでした。天的性質を維持するには、分離による霊的価値の維持が必要です。


  六．天然的な能力や力を拒むこと


  アブラハムはとても厳しい学校でこの学課を学ばなければなりませんでした。彼が落胆して、天然的な方法・手段・行程で神の御旨を実現しようとした時、彼の人生は恐るべきあざや傷によって損なわれました。今日のこの世はきわめて恐ろしい形でこの傷を抱えています。イスラム教を見なさい、イシマエルを見なさい。そうするなら、アブラハムが天然的な線に沿って神の御旨を実現しようとした時に犯した、あの致命的間違いの成熟した姿を見るでしょう。天的な民はそんなことをしません。天的な教会はそんなことをしません。教会はそうしようとしてきました。世的な手段によって、天然的な能力や力によって、自分の神聖な使命を果たそうとしてきました。その悲劇は明らかです。その弱点はだれの目にも明らかです。天的なものには、天然の能力や力は決して許されません。


  七．天然的成果にすぎないものを神は受け入れない


  私の念頭にあるのはイサクです。イサクがついに生まれました。サラを通して生まれました。イサクは神の介入により、天的力を通して生まれましたが、彼の中には地的つながりがあります。しかし、神はその地的つながりを断ち切り、天のものと地のものとをすっぱり切り分け、イサクを死に渡されます。神以外、誰が死人をよみがえらせることができるでしょう？ですから、神だけが死人をよみがえらせることができることを見るとき、死者の中からよみがえらされたものは全く神のものであることがわかります。このように神は決して地とのつながりを持たれません。たとえご自身のためのものだったとしてもです。


  非常に多くの場合、神はご自身の何らかの天的御旨を人の心の内に生じさせられます。神の御旨を男や女の心の中に生じさせられます。時の流れの中で、その男や女はその天的ビジョンを受け取り、何らかの形でそれが彼らのビジョンとなります。神のためのビジョンなのですが、そうです、彼らのビジョンになるのです！主からの天的ビジョンを持っている人々――彼らはこのビジョンを保持しています――に干渉するのは恐ろしいことです。往々にして、彼らは対応するのがきわめて難しい頑固な人々になります。確かに、彼らは主からのビジョンを持っており、主から召されたという感覚を持っており、主のためにそれを保持しています。それは至極結構なのですが、彼らがそれを握っており、彼らがそれを確保しています。それは彼らのものなのです。しばしば神は、ご自身に由来するものをきっぱりと死に渡さなければなりません。それは去らなければなりません。彼らにはビジョンが全くなかったかのようです。さらに悪いことに、彼らは混乱に陥り、すっかり狼狽してしまいます。神はビジョンを与えられましたが、今やそれはみな木端微塵です。神は召しと御旨を与えられましたが、今やすべてがそれを否定し、それはすべてなくなってしまいます。神はご自身のものを人に保持させたり、人に握らせたりなさいません。


  おそらくアブラハムが迎えた危機は、彼が奇跡によってイサクを得たものの、イサクを自分のもの、慕わしいものとすること、イサクを自分自身のものとすることでした。神は事実上こう仰せられました、「そうではありません、アブラハムよ、神聖な事柄の中に地的な関係があってはなりません！この事は全くわたしからであって、あなたからではありません！」。神の偉大な御旨を何らかの人間的手段の範囲内に制限することはいとも容易です。おそらく、世界宣教について大いに案じているのかもしれませんが、自分たちの宣教団を通してでなければならないのです！これは神の諸々の御旨を牛耳って私有財産化することです。もしそれが神の完全な御旨を実現するものであり、神がそれにご自身を全くお委ねになるつもりの場合、神はそんなことを許されません。


  八．天には人の手のための余地はない


  天からのものの中に、人からのものの余地や影響や権限は決してあってはなりません。私の念頭にあるのはマクペラの墓のことです。サラが亡くなった時、その国の中で良い立場にあったアブラハムが、自分の妻のために、自分自身と自分の子孫のために埋葬場所を求めたことを、あなたは覚えておられるでしょう。その結果、マクペラの洞窟が格好の場所であることがわかりました。彼はそれを購入しようと申し出ましたが、それを所有している人々は「ただでそれを差し上げましょう」と申し出ました。彼らはそれを贈物として受け取るよう彼に懇願する寸前のところまで行きました。しかし、彼はそれを安く手に入れようとせず、全額を見積もってもらって額面どおり購入しようとしました。それは「あなたはそれを安値で手に入れました。実際のところ、あなたは私たちに借りがあります。あなたは実際には私たちに債務を負っており、私たちには実際のところあなたに対する請求権があります！」とだれも言えなくなるためでした。いいえ！最後の一円に至るまで、彼は額面どおりそれを買います。人のいかなる手も要求することはできません。この世の何人も「アブラハムとその子孫たちは自分たちに返済義務を負っている」とは言えません。


  この原則が働いているのがわかるでしょうか？教会の中に、人の手やこの世からの権利があってはなりません！上なるエルサレムは自由です。自由なのです！そこではこの世には何の請求権もありません。そこに権利を有する他の勢力は何もありません。教会は神の中で自由です。しかし、ああ、今日の複雑さを見てください。義務を見てください。教会がどのように自分をこの世に売り渡し、この世がどのようにそれを握っているのかを見てください。この世は「あなたは私たちに対する義務の下にあります！」と言っていますが、それは至極もっともなことです。それは神の御思いにかなう教会ではありません。


  これらはみな、天的性質という一つの偉大な真理の諸々の面です。


  私たちの時代に必要なのは、主の民が天的性質の意味に関する霊的理解に達することです。そうするときはじめて、教会、主の民は力を知ることができます。霊的力というこの問題は天的性質と密接に関係していると、私は確信しています。主イエスは良き地であり、この御方の存在中のすべての本質的要素が、都によって表されている教会の中に集約されなければなりません。この主イエスは「この世の君が来ますが、彼はわたしの中に何も持っていません」（ヨハ十四・三〇）と仰せられました。なんという力ある地位！なんという勝利の地位！なんと優位な地位！考えてみてください！「この世の君が来ます」――持てるものすべてを携えてやって来ます（その両手には途方もない量があり、途方もない力があります）――「来ますが、彼はわたしの中に何も持っていません」（ヨハ十四・三〇）。「今この世の君は追い出されます」（ヨハ十二・三一）。この二つの事柄は同行します。主の民はこの立場に立っていないので、彼らはこの世の君を追い出すことができず、征服することができないのです。彼は主の民のただ中で絶大な力を持っています。それは彼には根拠があるからです。その根拠とはこの世です。根拠がなければ、権利もありません！これは途方もないことです。ああ、神がそこに一つの民を獲得されますように。


  聞いてください。「上なるエルサレムは自由であり、それは私たち全員の母です」（ガラ四・二六）。「また大いなるしるしが天に現れた。一人の女が太陽を着て、月を足の下にしていた（中略）すると見よ、大きな赤い龍がいて（中略）その龍は女の前に立った（中略）女の子供を食い尽くすためだった……」（黙十二・一～四）。エルサレムは私たちの母です。上なる教会は私たちの母です。しかし、ここではこの教会から、この母から男の子が生み出されます。そして、大きな赤い龍が食い尽くすために待ち構えています。そして、この男の子は御座に携え挙げられます。これは何でしょう？これは一般的な教会から出たものであり、特に勝利の力を持っています。これが御座に行きます。


  主は教会全体の中から少なくとも一つの群れを得ようとしておられます。その群れは全く完全に天的性質を帯びており、統治・支配します。それは敵が投げ落とされて、もはや天に居場所がなくなるためです。


  「天的性質の意味を私たちに教えてください」と主に求めようではありませんか。御旨の実現にはこれがとても重要です。


  



  第二章 天のエルサレムである教会の天的な特徴


  黙二一・九～十一。この節で、私たちは使徒が御霊の中で大きな高い山へと連れ去られ、新エルサレムが「天から下って来る……」のを示されるのを目にします。


  黙三・十二。「わたしは彼の上にわたしの神の名と、天から出てわたしの神から下って来る、わたしの神の都すなわち新エルサレムの名とを書き記そう……」。


  ヘブ十一・十六。「……彼は彼らのために一つの都を備えておられました」。


  この最後の御言葉の時制と立場がわかるでしょう。この御言葉は旧約時代の旧経綸の信仰の殉教者たちに言及する一方で、ここの言葉は「彼は彼らのために一つの都を備えておられました（現在完了形）」であり――「彼は彼らのために一つの都を備えられました（過去形）」ではありません。過去形だと、まるで彼らがこの地上のエルサレムでそれを受け継いだかのように思われます。そうではなく、「彼は彼らのために一つの都を備えておられました（現在完了形）」となっています。――これは、彼らがまだその中に入っていなかったことを示しています。それは彼らが入るのを待っています。ここのこの都は、教会に言及しているのと同じように、この同じ章の使徒のあの包括的宣言とも密接に関係していると、私は信じています。「これらの者はみな、信仰の中で死にました。約束のものを受けませんでしたが（中略）神は私たちのために、さらにまさったものを備えてくださっておられるので、私たちを抜きにして、彼らが完成されることはないのです」（ヘブ十一・十三、三九、四〇）。ですから、「彼らのために一つの都を備えておられました（現在完了形）」という言葉の真の意味は、彼らはこの天のエルサレムである教会の中に入るだろうということです。


  ヘブル人への手紙の十二章二二節に、「……あなたたちが来ているのは（中略）生ける神の都である天のエルサレムにです……」というこの御言葉があります。十三章十四節には、「……私たちは来るべき都を求めています」というこの御言葉があります。次にガラテヤ人への手紙の四章二五、二六節に戻ると、「上にあるエルサレムは自由であり、それは私たちの母です」という御言葉があります。ガラテヤ人への手紙はユダヤ教の制度に立ち向かいます。そうすることがその目的でした。エルサレムをイスラエル人は彼らの母と常に見なしていました。エルサレムは全イスラエル人の母と見なされました。今、地のエルサレムと、エルサレムに関する地的観念に立ち向かって、使徒はここでこう述べます。「上にあるエルサレムは自由であり、それは私たちの母です」。また、ピリピ三・二〇には「私たちの国籍は天にあります」という御言葉が見つかります。


  これらの様々な節から、天的性質という思想は天のエルサレム――神がその建造者・建設者です――である教会ととても強い関係にあることがわかります。神は今、ご自身の天のエルサレムを建造しておられ、天の材料でそれを建造しておられます。つまり、教会の構成・構造は全く天的でなければならず、用いられるもの（あるいは別の言い方をすると、聖徒たち）は天的性質にあずからなければならないのです。それは天の都となるためです。偉大な設計者・建造者は、それゆえ、聖徒たちの全構成を天的なものにすることに取り組んでおられます。


  私たちは天的性質の意味についてもう少し見なければなりません。これは再び旧約聖書からの絵図を用いることによって、詩篇八七篇に向かうことによって行うことができます。この詩篇が最初に示すのは、エルサレムに対する神の配慮です。「主はヤコブのすべての住まいにまさって、シオンの諸々の城門を愛される」。「シオン」がこの都全体を表す言葉です。これは常にそうだったわけではありませんが、時の流れの中で、エルサレムを表すようになりました。そして多くの場合、特に預言書では、エルサレムの同意語です。「主はヤコブのすべての住まいにまさって、シオンの諸々の城門を愛される」。神はエルサレムを偏愛しておられ、妬むほど愛しておられます。この神の偏愛の背景について、「なぜ主はこのように妬むほど愛しておられるのでしょう？」と問うなら、その答えは私たちが用いている「天的性質」というこの言葉によって与えられます。エルサレムに関する神の御思いはその天的性質と関係しています。そして、その特徴がまさに最初の節と共に現れることに気付きます。「彼の土台は聖なる山々にある」。山々は常に霊的高揚の絵図・型です。その証明は、別の詩篇に向かってその逐語訳を読むことによってできます。「主は偉大であり、私たちの神の都、彼の聖なる山で、大いにほめたたえられるべきです。シオンの山は高くて麗しく、全地の喜びです」（詩四八・一）。高くて麗しく、全地の喜びです！これは高揚の問題であることがわかります。それは高い地位、異彩を放つ地位の問題です。それは天的性質、霊的優位性です。


  さしあたって霊的観点からこれについてさらに述べることにしますが、この詩篇八七篇を一歩ずつ読み進んで、主の妬むほどの愛と偏愛について最初に述べたことが、シオンと他の都の対比と関係していることを見ることにします。この対比は、これらの都が表している霊的特徴に基づきます。


  シオンとエジプトとの間の対比


  まず第一にエジプトがあります。「ラハブ」がここで使われている言葉ですが、「ラハブ」はエジプトを指すことをご存じかもしれません。都の父祖であるアブラハムが約束の地であるカナンの地に入った時、彼の信仰は直ちにとても厳しい試練にあいました。なぜなら、その地方全体が偶像崇拝に陥っていることを彼は見いだしたからです。彼はまた、その地の厳しい飢饉の状況を見いだしました。彼の信仰は揺らぎました。そして、疑念が明らかに彼の心の中に忍び込みました。これにより最終的に彼は、「自分は間違いを犯してしまった」「自分は過ちに導かれた」、あるいは、「自分の時はまだ全然来ていない」という結論を下すよう導かれました。そこでその地から転じてエジプトに下りました。そしてそれゆえ、エジプトは信仰の対極を象徴する場所になりました。信仰の対極とは何でしょう？神、神だけが信仰の対象である以上、信仰が破れるとき、それは神が排除されたこと、あなたが神の代わりとなる他のものを探すことを意味します。ですからエジプトは、人々が神を信じる信仰を失う時に向かう地的供給源、天然的供給源を表すことがはっきりとわかります。アブラハムに何が起きたのか、私たちは知っています。彼の信仰が破れて、彼がエジプトに向かったことにより、彼は禍い、妥協、揉め事、恥の中に陥りました。そして、これが常に、私たちの唯一の供給源である神に背を向けて、人々に属する他の供給源に向かう結果です。教会史のごく初期にこれらの要素があったことがわかります。これらの要素はこれまでずっと教会にとってたびたび危険なものであり、あまりにも頻繁に教会はそれらに屈服してきました。教会史は、堕落して神から人間的供給源、天然的手段、天然的方法に何度も転じる、一つの悲しい物語です。その結果は常に同じでした――妥協、揉め事、恥でした。


  この種族の父祖であるアブラハムが行ったことを、イスラエルも霊的に衰退した時代に行いました。というのは、イスラエルの霊的命が衰えて、それゆえ、神が信仰にとって遠く離れた存在になった時、イスラエルは困難な時代に助けを求めてエジプトに向かったからです。エジプトは、ですから、人々の信仰が弱くなったせいで、神が人々から遠く離れているように見える時に、人々が用いるそれらの供給源を常に表しています。これは明らかに地に下ることであることがわかります。そして、これは以下の御言葉と対照的です。「主はシオンの諸々の城門を愛される」、「彼の土台は聖なる山々にある」（詩八七）、「私たちの神の都」、「彼の聖なる山で」、「高くて麗しく」、「全地の喜びです……」（詩四八・一）。これはエジプトと全く対照的です。エジプトは下にあり、シオンは上にあります。これが主がシオンを愛される理由です。主はご自身の民の天的性質を特に偏愛しておられます。


  シオンとバビロンとの間の対比


  この対比を終えて、バビロンに移ることにします。バビロンが何を表しているのか、私たちは知っています。バビロンは人の努力と人の栄光の産物でした。この都はバベルの塔から遠くないところに建てられました。バベルの塔は人が名を上げる目的で建てられました。それは人の栄光のための人の努力でした。この塔は永遠に超人について、堕落した人の栄光について伝えます。悪魔の狙いは常に、堕落した人を天に至らせようとすることでした。ですからサタンは常に、人を自分自身の努力によって、自分自身の栄光のために、超人にしようとしてきました。バビロンは常にこれを伝えます。「さあ、私たちのために都と塔を建てよう（中略）そして、私たちは名を上げよう……」（創十一・四）。それから多くの年月の後、バビロンの大王ネブカデネザルは「この偉大なバビロンは私が建てたものではないか……」という言葉を発しました（ダニ四・三〇）。


  ですからバビロンは、まさに雲にまで至ろうとする人の力、人の栄光を、なんと明確に伝えていることでしょう。バビロンは人の力の栄光を象徴していますが、もちろん、それは宗教的方法によります。なぜなら、バビロンはとても宗教的であり、きわめて宗教的だったからです。この観念はこの世の輝かしいものと関係しており、その上には人の名が記されています。これを理解する時、「わたしは彼の上にわたしの神の名と、わたしの神の都の名とを書き記そう」（黙三・十二）という御言葉はなんと印象的でしょう。人の計画は、その上に自分自身の名が記されている都によって、輝かしいものを得ようとすることです。神の御思いは、その上に御名が記されている、天的秩序に属する輝かしいものを得ることです。そして、これを彼は獲得されるでしょう。教会は神の御名を帯びています。なぜなら、教会は神の栄光、神の力、神の努力の表現となるからであり、実に輝かしいものになるからです。しかし、天的性質によって霊的に高いシオンと、人の栄光の中に立つバビロンとの間には、この違いがあります。神がシオンを妬むほど愛しておられるのも不思議ではありません。


  シオンとペリシテ地域との間の対比


  次に、シオンとペリシテ地域との間の対比に移ることにします。良くご存じのように、ペリシテ地域は神聖な事柄に侵入する天然的思いを示しています。ペリシテ人が常に神聖な事柄を侵害してきたことを、私たちは知っています。地理的にイスラエルと常に密接に関わっていたため、彼らはきわめて執拗な敵でした。そして、彼らが神に属する事柄、例えば契約の箱を覗き込む姿を、私たちは繰り返し目にします。ここでは、未割礼の肉、あるいはそう呼びたければ、十字架につけられていない肉が、神聖な事柄を牛耳って操ります。これは、ある意味で、物事の合理的流れであり、神の霊に属する事柄は霊の人だけが知りえることを理解しません。そして、知性や理性といった人間的手段だけで神の目的に到達しようとします。それは不可能です。ペリシテ地域はこれを表しています。バビロンは天然的努力を、ペリシテ地域は天然的理性を表しており、すべてが依然としてこの下界の地上にあって、シオンとは対照的です。なぜならシオンが表しているのは、人のいかなる種類の精神的・肉体的努力でもなく、神の霊の啓示だからです。


  シオンとツロとの間の対比


  ツロは商売や商業の世界を象徴しています。海港であるツロの中には膨大な活動がありました。ツロが代表していた一つの点、そしてツロの雰囲気全体が表していた一つの点は、商業、拡張、商売、この世の仕事でした。これがシオンと対照的であることは、ほとんど考えるまでもありません。人々を商取引に忙しくさせて、天の事柄について黙想する時間も力も持てないようにさせようと、敵は熱心に働いています。これを私たちは、多かれ少なかれ、知っています。実業家ならだれでもそう言うでしょう。いかなる種類の事業とも実際上何の関係もない人々を除けば、すべての人が「責任があまりにも重くのしかかっているので、天的事柄のために時間を得るには大変な努力が必要です」とあなたに言うだろうと思います。ツロは常にシオンに挑みます。霊的原則上、私たちは毎日ツロに立ち向かっています。ああ、敵はこの世の仕事によって、主に属する事柄のための私たちの時間をどれほど侵そうとしていることでしょう。主は事物の天的側面を妬むほど慕っておられ、ツロを滅ぼすことに特にこだわっておられます。


  シオンとエチオピアとの間の対比


  最後にエチオピアです。使徒行伝八章の出来事を思い出しましょう。祭りの時にエルサレムに上って、霊的事柄に明らかに深く意を用いている一人のエチオピア人がいました。彼は尋ね求めていましたが、自分の疑問に対する答え、自分の心が求めているものをまだ見いだしていませんでした。彼は依然として暗がりの中におり、依然として暗闇の中にいました。主はこの必要、この探求を察知されました。この必要や探求は、本部で満たされてしかるべきだったのに、満たされなかったのです。そこで、神はサマリアからピリポを遣わして、荒野の彼の馬車に同乗させ、彼の目を開いて彼をその暗闇の中から導き出されました。こういうわけでエチオピアはここでは、聖書の他の箇所と同じように、暗くされた理解力、照らしを必要とする理解力、天然的暗闇の型となっています。私たち全員にあてはまることの型ともなっています。宦官に対するピリポの言葉は「理解できますか？」であり、彼の返事は「どうして理解できるでしょう……」でした。これは天然の人全員になんと当てはまることでしょう。


  この詩篇八七篇のエチオピア人は、天然の人全員の状態を表すものとして挙げられています。理解力を暗くされていて、だれかに教えてもらう必要があるのです。これに対してシオンが示しているのは、心の目を照らされること、彼を知る知識を得させる知恵と啓示の霊です。それが述べているように、シオンの住人は目を開いてもらった人々です。また、目を開く力強いご自身の御業、ご自身の照らし・啓発・理解力をよみがえらせる御業を表すものを、主は愛しておられます。主は光と、光の中を歩む者を喜ばれます。他方、主は暗闇を喜ばれません。


  ですから、この五重の対比により、シオンが至高であることがわかります。それは天的性質というこの主な特徴のためです。エルサレムはシリアの地全体の特徴の凝縮です。同じように、教会はキリストの特徴の凝縮です。キリストは私たちの良き地です。教会はキリストの凝縮された表現です。あるいは、そうなるはずのものです。キリストのこの特徴――天的性質――はとても顕著なものであることを見るのは難しくありません。主イエスのどこに触れても、あなたはそれに触れます。ご自身は天から出て来たのであり、天にあること、また、ご自身の生活はすべて天的であることを、彼はなんと絶えず述べておられることでしょう。キリストの大いなる支配的特徴は天的性質です。黙示録から、新エルサレム――キリストの凝縮された表現である教会――を見ることができるのは、見晴らしの良い高い場所からだけであることがわかります。「そして、彼は私を御霊の中で大きな高い山に連れて行き、私に聖なる都エルサレムを示した……」（黙二一・十）。その文脈を見ると、バビロンも示されたことがわかります。しかし、バビロンを見るのに山は必要ありませんでした。平野でバビロンを見ることができました。天的な事柄を見たければ、あなたは天上にいる必要があります。「彼は私を御霊の中で大きな高い山に連れて行き、私に聖なる都エルサレムを示した……」。キリストを見て、キリストを表現するには、御霊によるキリストとの天的合一が必要です。


  天的性質の構成要素


  この特徴をその構成要素に分解することにします。天的性質の構成要素は何でしょう？


  一．霊性


  第一は霊性です。霊の男や霊の女でなければ、天的事柄を理解・享受することはできません。霊的状態が霊の事柄を理解するのに必要です。パウロは「目が見たこともなく、耳が聞いたこともなく、人の心に思い浮かんだこともないものを、神はご自身を愛する者たちのために備えてくださいました。しかし、神はそれを御霊によって私たちに啓示してくださいました……」（一コリ二・九）と述べた時、これを宣言しました。天然の人は神の霊の事柄を受け入れることができませんし、知ることもできません。霊の人はすべての事柄を識別します。霊的状態は、もちろん、第一に新生――御霊から生まれること――によります。次に、霊の命が成長します。天的事柄を把握し、認知し、理解し、悟る唯一の方法、確かな方法は、霊的成長です。ヨハネによる福音書は霊性の福音書です。そして「ヨハネ」による福音書の中にあるものはすべて天的です。この福音書は困難の中にある人々で満ちていることがわかります。ニコデモは困難の中にあります。彼は霊の事柄をさっぱり理解できません。「どのようにして？」という一つの大きな疑問が彼をがんじがらめにしています。霊の事柄を理解できるようになるには、霊の人にならなければならないこと、霊的に生まれなければならないことを、主は彼に対して完全に明らかにされます。スカルの女も全く同じで、ニコデモのように大きな霧の中にあります。彼女が人生の意義を知るには、内側に住まわれる御霊が必要なことを、主は彼女に明らかにされます。この福音書全体を通して、暗闇の中にいるとても多くの人々を見いだします。そして、主は彼ら一人一人に関して、この一つの原理に触れられます。必要なのは霊的照らしです！生まれつき盲目の人は、主に目を開いてもらう必要があります。そして、目を開いてもらった時、彼は自分の周りにいる宗教的権威者――当時彼らは明らかに暗闇の中にありました――のだれよりもよく見えるようになりました。これは霊性の福音書です。これは、天的事柄を理解するには、あなたの本質的存在が霊的でなければならないこと、御霊から生まれて、御霊によって内住・統治してもらわなければならないことを意味します。


  二．高揚


  これは霊的優位性です。主と共に歩むこと、自分の生活を御霊の中に保ってもらうことを真に求めている人ならだれでも、霊的高揚・優位性の何たるかを――使われている専門用語は別として――よく理解しています。霊的に上にある自分の地位を維持するために絶えず戦わなければならないことがどういうことか、あなたはご存じです。ほとんどすべてのものが自分の上にのしかかってきて、自分を圧迫して引きずりおろそうとすることがどういうことか、あなたはご存じです。一度あなたの霊が、環境、感情、外見、興奮、あるいは他の何かに屈服するなら、あなたは打ち負かされ、打ち破られ、役に立たなくなり、あなたの証しはなくなってしまいます。教会はキリスト・イエスにあって天上にあるべく召されていますが、これは、今の生活が霊的高揚・霊的優位性の中になければならないことを言い換えたものにほかなりません。設計者である主は、どのように優位に立ってそれを維持するのかを、毎日私たちに教えようとしておられます。この学課を学ぶために、日々、多くの機会が与えられています。一日のあいだ何回も、成り行きに任せたら、あなたも私も屈するおそれがあります。下に落ちるのはいとも容易です。しかし主は、日々、何度も何度も、屈することを拒むよう私たちに呼びかけてくださいます。ご自身を、御霊をしっかりと握るよう、力をもって内なる人の中へと強められるよう、主は私たちを促しておられます。それは私たちが屈服しないで、私たちの霊的優位性を維持するためです。これが上にあるシオンであり、上にある教会――そのすべての肢体たち――です。


  三．信仰


  これは、この都の父祖であるアブラハムによって全く明らかです。この都に最終的に達しなければならない以上、アブラハムは、（言わば）その父祖として、基本的に信仰の人でなければなりません。そして、歴史を通じてアブラハムが象徴してきたのはこの特別な要素だったことを、私たちは知っています。「信仰によってアブラハムは……」。そして、信仰について語れることを語り尽くす時、最終的に達するのは、神の信実さを信じることです。信仰は神の信実さに基づいて神と共に堅く立ちます。時として、それ以上のことができないこともあります。信仰の他のどの面も不可能だったり、信仰を表すことも不可能だったりするかもしれません。そして、「神は信実です！」というこの一つの決定的点に、あなたはひたすら立たなければなりません。最終的に、その正しさが証明されます！現在の混乱や問題をいったん通り抜けた後、神は信実であることを私たちは見いだすでしょう。神は私たちを見捨てたかのように、神は私たちの期待を裏切ったかのように、神は答えてくださらなかったかのように、私たちの期待は失望に終わったかのように、今は見えるかもしれません。しかし私たちがくぐり抜ける時、神は見捨てておられなかったこと、神は私たちを捨てておられなかったこと、神は矛盾しておらず信実だったことを、私たちは見いだすでしょう。あなたも私も確実にこれを学ぶでしょう。私たちはこの学課を一度で学ぶのではありません。私たちは主に関する問いを発せないわけではありません。私たちは時々、主の信実さを疑う示唆に対して戦わなければなりません。しかし、神は信実です。これは信仰の最後の避け所です。しかし、そこに立つのは大したことです。アブラハムはこの立場に達したのです。


  天的性質は主の民の生活における驚異的要素です。天的性質――それは霊性であり、優位性・高揚であり、信仰です――は驚異的要素です。それがみなエルサレムに集約されています。それは、この世の立場や天然の人の立場とは別の立場の上にあることを意味します。ああ、教会がこれまでずっとこの立場を維持していれば！それより低い立場に落ち込んだせいで、なんと恐ろしい悲劇が生じたことか！


  教会が天的地位から落ちた悲劇に関する一つの絵図を与えよう、と前に述べました。私はその絵図を見つけました。ジョージ・アダム・スミス卿によって書かれたものです。彼はイスラム教徒のシリア侵入――それによってシリアはイスラム教によって一掃され、支配されました――について記しています。


  「シリアのキリスト教がイスラム教に後れを取ったのは、それが堕落していたからであり、そうなって当然だったのである」。


  また、こう記しています。


  「全く人間的な手段で誕生の地を取り戻そうとして、教会はイスラム教の反撃を受けた。それは教会が利己的でこの世的だったからである」。


  「このどちらの事例も、打ち倒されたのは真のキリスト教ではなかった。とは言うものの、真のキリスト教は今日に至るまでその非難と、その諸々の結果という重荷を負っている。神の裁きの皮肉が次のことの中に明らかに見られる。すなわち、霊的な一神教が初めて登場したこの地で、教会は偶像崇拝と物質主義のために初めて罰せられたのである。また、キリストが教えと癒しをなし、純粋な献身的弟子の一団と共に善を行いつつ巡られた舞台場面の中で、嫉妬にかられた不忠実で好戦的な十字軍が剣と炎とに渡されたのである。キリストの御名により、世的な手段によって、この世の王国を求めた人々には、この地――その地はキリストがそのような誘惑を拒絶された地だった――で成功を収める見込みなどありえなかった。イスラム教がキリスト教に勝利したのは、バビロンがイスラエルに勝利したのと同じことである」。


  これは途方もない記述です。このような記述にはなんという歴史が込められていることでしょう！おそらく、キリスト教、宣教分野の今日最大の問題はイスラム教です。教会にとってイスラム教よりも大きな問題はない、と私は思います。なぜでしょう？ジョージ・アダム・スミス卿はその原因を指摘して、「イスラム教の力は、歴史のある時点で教会が堕落したため――分裂して、利己的・世的になったため――である」と述べています。そのためイスラム教が支配権を得たのです。


  それでは、どうすればイスラム教を打倒できるのでしょう？どうすればこの過ちを取り消せるのでしょう？これは確かに天的な教会によります。あらゆる手段・方法のかぎりを尽くしてこの世から全く分離され、一つ霊の中で結合されて一つの大きな霊的勢力となり、聖霊の統治下にあるものによってです。これが、ただこれだけが、教会が霊的・天的でなくなったせいで地位を得た諸勢力を打ち倒せます。


  これが全体にあてはまる以上、私たちにも個人的にあてはまります。すなわち、敵のいかなる立場にも優る霊的力を得るには、霊的にこの世から離れ、神と共に歩み、天的な生活、キリストと共に上にある生活を送る必要があるのです。主よ、毎日主とのこの天的交わりを持つことの途方もない重要性を私たちの心に銘記してください。それは霊的力と主の栄光のためです。


  



  第三章 天の幻からの逸脱の結果


  私たちは教会のこの本質的な天的性質を示そうとしてきました。教会の天的性質は、教会に対する神の御旨に関する基本的な支配的法則です。エルサレムに対する神の取り扱いではこれが途方もなく重要な要素であることを、私たちは見てきました。この問題について読めば読むほど、また黙想すればするほど、ますますこれがエルサレムの歴史の背後にあることがわかるようになります。エルサレムとパレスチナは、この問題に関する確固たる証拠の塊を私たちに与えます。旧約聖書をざっと見ると、エルサレムが地位を得て、優位に立ったこと、あるいは復興したことは、天的性質を物語るこれらの要素と常に関係していたことがわかります。逆に、エルサレムが地位、力、栄光を失ったのは、地的・世的要素が優位になったためであることがわかります。


  主イエスがエルサレムのただ中にやって来られた時、エルサレムは最大の転機を迎えました。その時、二つのものが顕著な形でその歴史の転機を印づけました。第一は、彼ご自身のパースンと生活の天的性質であり、第二は、ユダヤのビジョン、関心、関係の地的性質です。この対比は福音書の最も際立った要素の一つです。主イエスがエルサレムのただ中におられた時ほど、エルサレムの地的性質、地に向かう傾向が、明確・明白になったことは決してありません。彼はご自身のパースンによって天をもたらされました。彼は天的ないっさいのものの化身であり、彼の臨在のゆえに、その反対の状況が光の中に引きずり出され、まぎれもなく明らかにされたのです。


  キリストと彼ご自身の民の天的性質


  この二つのものの最初のもの、すなわち、彼のパースン、生活、務め、任務の天的性質については、ヨハネによる福音書が他の何ものにもまして示しています。ヨハネによる福音書は主にユダヤ教圏内の事柄と関係していることを、私たちは知っています。また、この福音書では、特別かつ強烈な形で、エルサレムが大いに関係していることを、私たちは知っています。この事実に対して、この福音書では、キリストの天的性質が他の何ものにもまして特に際立っていることがわかります。次に、彼ご自身の民に関するかぎり、この福音書は信者の霊的生活をあらゆる点で天的なものとしています。つまり、この福音書では、信者の霊的生活は天に起源があると見なされています。信者は新たに、すなわち、上から生まれます。その生活は天から維持されるべきものと見なされています。この生活のあらゆる関係は天的であるべきものと見なされています。この福音書では、主は苦労してご自身の民をこの世から得ようとしておられます。そして、ご自身の去り行く影――このような言い方をしても構わなければ――が彼らの上にとても重くのしかかるのを彼は許されました。そのためとうとう、「もう少ししたら、わたしはあなたたちから去って、父のもとに行きます」という彼の御言葉により、彼らの心は大いに悩み、苦悩するようになりました。しかし、これにはすべて、明確で周到な目的があったのです。それは、第一に、彼らの生活は天的生活であるべきこと、彼らの希望は地的希望ではなく天的希望であるべきことを示すためでした――なぜなら、彼らの心の悩みはほとんど、彼ご自身に関する彼らの世的期待のせいだったからです――そこで彼はこの世から、地から、彼らを連れ去って、彼らの希望を栄光の中にある彼ご自身に堅く結び付けられます。つまり、地的希望ではなく天的希望が彼らのものとなります。彼らの奉仕もまた天的奉仕として示されています。「父がわたしを遣わされたように、わたしもあなたたちを遣わします」（ヨハ二〇・二一）。これにより、彼らへの委託を天的な基礎に基づく天的なものとされました。そして、地上における彼ご自身の使命の性質が、同じように彼らの使命――天的使命――の性質でもあることを、永遠に定められました。


  これがみな十七章の心からの一つの叫びにいかに集約されているのか、また、この祈りの中で彼ご自身と彼らに関して、「彼らはこの世のものではありません」といかに何度も積極的に繰り返されているのか、私たちは知っています。彼の祈りはさらに、「彼らがこの世にある間、彼らをこの世から、この邪悪な世を支配している悪しき者から守ってください」という祈りでもありました。キリストと彼ご自身の民の天的性質が、エルサレムに本部を置くユダヤ教のただ中で、きわめて明確に示されました。そしてこの根拠に基づいて、地上のエルサレムはその最大の転機を迎えました。


  ユダヤ教の地に向かう傾向性


  二番目の点、すなわち、あらゆる面にわたるユダヤ教の地に向かう傾向性ついては、まぎれもなく、それがキリストを拒絶した背景・理由でした。そして、ヨハネによる福音書は、これも私たちに明白に示しています。地に向かう彼らのこの傾向性と、彼らの心をとらえていた歴史的伝統は、天的なあらゆるものに対する霊的盲目という結果になりました。盲目さは常に明らかになるものですが、この霊的盲目も様々な形で明らかになりました。ヨハネによる福音書は、この霊的盲目が妬み、嫉妬、偏見、憎しみ、狭量さや偏狭さ、疑い、激情という形で働くのを、私たちに明らかに啓示しています。これらのものがみな、ヨハネによる福音書の中で暴れ回っています。そして、そこではユダヤ人の悪しき面が暴露されています。キリストに関係するあらゆるものが持つ、天的性質というこの支配的特徴との関連でこれについて考える時、真に天的なあらゆるものに対して彼らがいかに徹底的に盲目だったのかがわかります。こうしたあらゆる形で働いたこの盲目さのゆえに、この国民は完全かつ決定的に彼を拒絶しました。そしてエルサレムは、この強化された宗教的な地的性質の働きの中心、座、焦点となりました。


  私たちは教会と関わっていることを、ここで思い出した方がいいでしょう。あなたも私も教会にこの上なく関心を寄せています。私たちの大きな関心は、彼のからだである教会です。そういうわけですから、あなたも私も教会の性質は何か、真の教会を霊的に構成しているものは何か、知るよう深く努めるべきですし、知ってしかるべきです。これらのことが地上のエルサレムにあてはまり、天的なキリストと天的な教会に対して詳細にわたってこのように鮮やかな対比を成している以上、妬み、嫉妬、偏見、狭量さ、疑い、激情、憎しみ、そのようなものは、霊的盲目の印であることが明確にわかります。これらのものは、よくても霊的近視眼の印です。逆に、霊的視力と霊的啓示は常に、妬み、嫉妬、疑い、偏見の不在という結果になることを、これは意味します。「私たちには天的光、啓示があります。天のキリストが私たちの心を照らしておられます」と言いつつ、これらのもののどれかがあるなら、それは矛盾です。その中にこれらのものが見つかるものは、天的な教会ではありません。


  いま述べたこの状況が、キリストの時代に地上のエルサレムにはびこっていましたし、それ以降、この状況がエルサレムとユダヤ教の状況でした。今日もそうです。死者の中からよみがえったキリストについて、二つのことが言えます。（１）彼は二度とエルサレムにも、正式なユダヤ教にも現れませんでした。（２）彼は教会を地から霊的に連れ去って、その中心を天の彼ご自身とされました。しかしその後、二つの水準の上で、二つの線に沿って、本物と偽物の歴史が展開し始めました。第一に、霊的・天的なものである教会が、天の聖霊の直接的統治と支配の下で発展していきました。つまり、そのすべてが天から管理されるようになりました。第二は、人が管理する地的体系としての、偽りのキリスト教の発現です。この二つの線に沿って、キリスト復活後、歴史は進みました。使徒時代の直後に、この逸脱が認識可能になりました。


  下にあるエルサレムは、この経綸の最初期から、教会に関するこの誤った思想、この誤った観念がきわめて強烈に表される座となりました。パレスチナ自体、キリストの時代以降、教会の天的観念に対するきわめて大きな暴挙を経験してきました。この黙想の前の章を締めくくるにあたって、私たちはパレスチナのこの焦点に関して、イスラム教がキリスト教を征服した歴史を引用しました。そして、当時イスラム教がキリスト教に勝利したのは、キリスト教の堕落のためだったことを見ました。キリスト教の堕落については、これまで述べてきたまさにこれらのこと――クリスチャンの間の分裂、争い、妬み、内紛――がその証拠です。そして、一つの堅固な団体であるイスラム教は堅固な戦線を張り、このような内紛や分裂とは全く無縁だったので、この分裂したもの、このバラバラなもの、この内的に崩壊しているものを圧倒することができました。そしてこの圧倒的勝利の座はまさにこの国の中にあり、私たちが述べているまさにこの都の周囲にありました。これ自体がとても強力な教訓です。つまり、地上のエルサレムが、霊的分裂によって生じた弱さの結果、征服されたことは、次のことが絶対に必要であることを示しているのです。すなわち、教会が普遍的優位性の地位に実際に昇るには、教会は天のエルサレムとして霊の中で一つでなければならないのです。この真理が新約聖書とどれほど関係しているのか、私たちは知っています。ああ、主イエスは、この世界の外に出て行って、彼の教会を彼と共に霊的に連れて行こうとしておられたとき、これらの不幸な聖くない状態のせいでエルサレムが滅びようとしているのを認識して、「それは彼らが一つとなるためです」（ヨハ十七・二一）と祈られましたが、これはいかに必要不可欠だったことか。誤謬――イスラム教の誤謬であれ他の何らかの誤謬であれ、古代の誤謬であれ現代の誤謬であれ、既知の誤謬であれ新規の誤謬であれ――が有利になるのは常に、主の民の間の分裂によって生じた霊的弱さによります。そのようなものを寄せつけないでおけるのは、神の民が霊の一つの中に共に立つ時だけです。


  前に述べましたが、エルサレムの歴史は次のことを示す確固たる証拠の塊を私たちに与えます。すなわち、神のエルサレムの支配的法則は天的性質であり、天的性質は間違いなく霊の一つであり、霊の一つは天的性質なのです。別の言い方をすると、あなたや私が地的考慮、地的水準に降りるやいなや、私たちの一つは攻撃を受け、破壊されることになり、したがって、民のための神ご自身の御思いが脇にやられることになるのです。


  キリスト教界の地に向かう傾向性


  イスラム教のキリスト教に対する勝利にこれが明らかに見られるだけでなく、歴史の別の一頁もとても強力な証拠、とても明確な絵図を与えます。それは十字軍の歴史です。百年間続きましたが、十字軍はキリスト教の歴史の中で最も不名誉な出来事の一つでした。もちろん、それは失敗する運命にあり、実際に失敗しました。子供の頃、私たちは十字軍や獅子心王リチャード等の英雄譚や物語を教わりました。しかし成長してから、私たちは自分でその物語を読みました。そして、私たちの子供じみた憧れはすっかり消え失せました。そして、物事を神の観点から理解するようになるにつれて、キリスト教の歴史のその頁を振り返るたびに、私たちまますます恥じて赤面するようになりました。パレスチナをキリスト教に取り戻そうとして、強力な軍隊が集められ、大虐殺が行われ、教会の名によって破壊と虐殺がなされたのです。そんなことがあってはなりません！それは事を行う天的な方法ではありません。私たちの戦いは肉や血に対するものではありませんし、私たちの戦いの武器は肉的なものではなく霊的なものです。「わたしの王国はこの世からのものではありません。もしわたしの王国がこの世からのものだったなら、わたしの僕たちが戦っていたでしょう……」（ヨハ十八・三六）。これらが天のエルサレムの基盤的諸法則です。今日のパレスチナはおぞましい見世物です。キリストの地上生涯と何らかの形で特別に関係している場所はすべて、キリスト教の悲劇的なまがい物どころではないものによって印づけられています。恥ずべきまがい物、と言った方が真実に近いでしょう。それは教会と称されていますが、その中では対立がとても激しいため、クリスチャンたちの安全のために、その敷地内だけでなくその周囲にも、兵士を配置しなければならないほどです。


  あなたたちの多くはモルトンの「主の歩みを辿って」という本を読んでおられると思います。私が言わんとしていることを説明するために、そこから一つか二つの抜粋をあなたたちに与えることにします。ここで彼は彼のエルサレム訪問について、聖墳墓教会訪問について述べています。彼はこう言っています――


  「この教会は、暗闇と老朽化の圧倒的印象を人に与える。その通路はとても暗かったため、私は自分の道を見いだすためにマッチを何本も擦らなければならなかった。石、木、鉄はどこも老朽介していて、幻想的だった。私はキャンバスの上で朽ちている数々の絵を見た。私はまた、まだ枠組みは残っているものの、白く色あせている数々のキャンバスを見た。その絵の具の最後のかけらは剥がれ落ちていたが、それらは依然として所定の位置にあった。石や大理石には不吉な亀裂やひびが入っていた。『極端な宗教的情熱が極端な放置と全く同じ影響を及ぼせるとはなんと奇妙なことだろう』と私は思った。聖墳墓教会が老朽化してボロボロの雰囲気を帯びているのは、次の単純な理由による。一枚の絵を掛け直したり、一つの石を修理したり、一つの窓を直すことですら、その共同体の人々から見て一大事なのである。それで彼らは無期限延期が可能な状況を引き起こしているのである。（中略）芸術と低俗が並立している。ある皇帝の贈物である貴重な杯が、クリスマスツリーから引き抜かれたと思われる安っぽい薄片の隣にある。そして、古びた金の輝きをぼんやりと放つ数百のイコンが、ロウソクの滴を、聖徒や王の堅苦しいビザンチン風の姿の上に受けている。


  ギリシャの修道僧たちがロウソクの明かりの方に向かって吊り香炉を振り動かすと、彼らの香の青い煙が湧き出て、イコンや金色のついたてのあたりに漂った。大理石の床の上にひざまずいている礼拝者たちは、一連の異国風の宝石商店の前にひれ伏しているかのようである……。


  ここは磔殺の丘、地上で最も聖なる場所であるカルバリだった。その昔の面影の跡を見つけられるのではないかと期待して私はあたりを見たが、それは信心深さを装う息の詰まるような装飾品の下に永遠に消し去られていた。その前に私がひざまずいた礼拝所は十字架建立の礼拝所であり、その隣の礼拝所は十字架釘付けの礼拝所だった」。


  ベツレヘム訪問を振り返って、彼はキリスト降誕教会に入ったことについて述べています。これについて彼はこう言っています――


  「教会は、イエス・キリストの出生地と思われる洞窟の上に建てられている……


  この教会は、聖墳墓教会と同じように、分割所有の問題に悩まされている。それはラテン系民族、ギリシャ人、アルメニア人の手中にある。


  様々な教会が自分たちの権利に熱心なせいで、埃を掃くことですら時として危険な仕事になる。また、そこには三つの釘がある一つの円柱がある。その内の一つの釘にはラテン系民族が、もう一つの釘にはギリシャ人が絵をかけることができ、中間の釘にはいかなる宗派も何もかけることができない。


  床に一つの星があり、その周りには『ここでイエス・キリストは処女マリアからお生まれになった』というラテン語の碑文がある。数年前にこの星が取り除かれたところ、フランスとロシアの間に紛争が起き、それがクリミア戦争へと飛び火した」。


  要点はこうです。天のキリストを拒絶したこの場所は、偽りの教会、教会とは何かに関する誤った観念が現出する舞台、それが最も強烈に現出する舞台となったのです。すでに述べましたが、エルサレムにおいてキリスト教界の妄想が強烈に表されました。しかしそれは、神の御思いを表すことに失敗するとき、その結果実際にどんなことが起こりうるのかを示すものにすぎません。その程度は様々かもしれませんが、原則は同じままです。もし人が、聖霊の支配から少しでも外れて、神の事柄に侵入するなら、その結果、その程度に応じて死、分裂、混乱、矛盾が生じます。


  私はこの文言を注意深く記しました。それは、これを正確に示すためです。これにすべてかかっているので、私はこれを繰り返すことにします。その程度は様々かもしれませんが、原則は同じままです。もし人が、聖霊の支配から少しでも外れて、神の事柄に侵入するなら、その結果、その程度に応じて死、分裂、混乱、矛盾が生じます！


  ですから、人は退出しなければなりません。天的な人であるキリストが、神の家を支配する御子、教会のかしらでなければなりません。そして、彼の頭首権は、ただ天の聖霊によってのみ執行されなければなりません。ここでまた、十字架の絶えざる働きとその現実的活動が必要になります。それによって、肉的な人の領域全体と組織は排除・除外されます。次に、ここで聖霊の充満が必要になります。それは、教会が自分のために備えられている地位に至り、天から出て下って来て、神の宇宙の中心、この宇宙における神の統治の中心となるためです。


  



  第四章 勝利者の特徴


  



  聖書朗読：黙三・七～十三、二一・一～四


  



  黙示録三章のこの節から、勝利者は自分の上に神の都の名を記されることがわかります。「勝利を得る者（中略）わたしは彼の上にわたしの神の名と、わたしの神の都である新しいエルサレムの名とを書き記そう」。これはいささか注目すべき文言であり、とても興味深いです。確かに、これについて考えれば考えるほど、「勝利者の上に新しいエルサレムの名が記されるとはどういう意味だろう」とますます不思議に思うようになります。ですから、この名は何を意味するのか、それは勝利を得ることとどういう関係にあるのか、もう少し理解したいと思います。


  これまでどおり、ここでまた、聖書におけるエルサレムへの最初の言及に戻ることにします。そこで私たちは鍵を得ます。


  聖書におけるエルサレムに対する最初の言及は、創世記十四・十八～十九のメルキゼデクに関してなされています。ここで、サレムという省略形で初めて言及されているのを、私たちは見いだします。「エルサレム」は「平和の都」を意味します。それについて非常に多くのことが述べられてきましたし、エルサレムの名について書物が何巻も書かれてきました。多くのとても素晴らしい観念がこの名と関連付けられてきました。しかし、それが「平和の都」としてとても単純に表現されています。この言葉の一つの由来は、その位置、その強度、その高さによる安全性なのかもしれませんし、この意味で、それは平和の都――転覆・破壊するのがきわめて困難な都――と名付けられたのかもしれません。しかし、私たちの目的のためには、このきわめて単純な数々の定義で十分です。どうやら、メルキゼデクは「いと高き神」の祭司であるだけでなく、この都の王でもあったようです。


  この章から、メルキゼデクが最初に現れるのは、アブラムが王たちを打ち負かして戻るときだったことがわかります。この章全体を読むと、多くの王たちが同盟を組んで、ソドムと他の地方の都の支配者たちを支配下に置いたことがわかります。この支配者たちは彼らに仕え、何年間も彼らに税を支払いました。その後、彼らはこの同盟を組んだ王たちに反逆し、その結果、同盟を組んだ王たちが反撃して再び彼らを屈服させました。王たちは彼らを征服し、略奪し、戦利品や多くの囚人を連れ去りました。その中にロトとその妻も含まれていました。アブラムは起きたことを知らされ、彼の家で訓練を受けた約三百十八人と共に、王たちの後を追いました。そして、一夜の作戦行動で優位に立ち、彼らを征服して、ロトを含むすべての奪われたものを助け出し、取り戻しました。この成功を収めた勝利の遠征から戻る際、ソドムの王だけでなくサレムの王も彼と会いました。そして、メルキゼデクは彼を祝福し、アブラムは彼に十分の一を贈りました。


  ですから、ここではアブラムは勝利者の地位にあります。そして次のことがわかります。すなわち、前の黙想で指摘したように、アブラムが霊的な意味でこの都――彼はこの都に属しており、ある意味においてその父祖であり、それを探していました――に伝えた彼の力の大部分は、彼がこの世から霊的に離れていたためだったのです。彼はソドムの王からの贈物をすべて拒み、この世の誉れや好意を拒み、他の様々な形で自分を自由に保ちました。他方、いくつかの事例では、主が、主ご自身の側で、非常に強烈に地的要素や関係から彼を解き放って自由にし、そうして彼を霊的に力ある地位に保たれました。いま私たちは、この霊的力――この力は彼が地的事柄から離れて天的事柄に付いたことによりました――が、この戦勝により表れるのを見いだします。そして、勝利者の立場で彼はメルキゼデクと接触し、メルキゼデクも彼と接触します。そして、ある卓越した霊的要素・特徴が導入されます。興味深いことに、メルキゼデクとの関係は全く霊的なものであって、世俗的なものではありません。過ぎ去って行くものではありませんし、たんにこの世からのものでもありません。ここで触れられているのは神からのものなので、この地上とは関係ありません。むしろ、それよりも高いものです。このようにメルキゼデクとアブラムを一緒にすると、この一連の霊的要素が明らかになります。これらの霊的要素が新エルサレムをまさに貫いて、その支配的特徴となります。


  これらの要素のいくつかを見ると、それらが印象的であることがわかります。しかし、まず、メルキゼデクという人物の特異性に印象付けられます。なんと不思議な形で彼はこの場面に登場するのでしょう。彼について過去に聞いたことはいっさいなく、このいくつかの文章で述べられていること以外、彼について何もわかりません。それでも彼はここでは王であり、いと高き神の祭司であって、不法に満ちた土地にいます。彼は突然このように現れて、サレムの王、いと高き神の祭司として、主の御名の中でアブラムを祝福します。実に並外れた人物です。そして、これらの特徴により、彼の人格の特異性により、エルサレムの霊的歴史におけるとても重要な地位を占めるのにうってつけです。彼は言わば、未知のものから出て来たかのように、最初から成熟した状態で、突然天から下ってきたかのように思われます。そこに未熟なものは何もありません。幼児期から始まるのではありません。この人はまさに成熟していることがわかります。このような成熟に至るには、主の働きの歴史で何世紀も要します。メルキゼデクが表しているものをこの地上で実現するには、とても長い歴史が必要でしょう。彼はこのように円熟した形で、成熟した形で登場します。まるで彼は神の御思い全体を直ちに打ち立てるかのように思われます。神の完全な御心が、どこからともなくやって来た一人の人によって表されます。まるで神が完全な御思いを、事の初めに一人の人の中に置き、その後、その模範にしたがって歴史を展開しておられるかのようです。これが神が事をなさる方法です。ですからメルキゼデクはきわめて印象的な人になります。私たちは新約聖書から、特にヘブル人への手紙から、神は彼をあるとても完全なものの型となるようにされたことを知っています。彼はある秩序をもたらします。その秩序は超地的であり、超アロン的です――系図もなく、父もなく、母もなく、生涯の始まりも終わりもありません。そこでは永遠、普遍性がこの一人の人の中に集約されています。


  キリストに対するメルキゼデクの予型的関係


  キリストに対する彼の予型的関係に注目してください。彼はこれらの卓越した霊的要素を導入するからです。それらは主に五つであると言えると思います。


  一．王職


  第一は、主ご自身の民の間における王職であり、この選ばれた人と関係しています。王職はこの勝利者と接触し、この勝利者は王座との接触にもたらされます。これがメルキゼデクが示す第一の神の全き御思いです。いましがた述べたように、これが完全に実現されるには、途方もない長さの歴史的進展が必要です。しかし、神はこの地点から、私たちがこれから注目するものに向かって働かれます。


  二．祭司職


  地的ではなく天的な祭司職であり、アロンの位ではなくメルキゼデクの位によるものです――天的な祭司職、永続的な祭司職が示されます。一言で言うと、神の完全な御思いによる祭司職です。


  三．義


  義の原則がメルキゼデクと共に特別な形で現れます。それは新しい原則ではありません。義は神と同じく古いものです。それはメルキゼデクと共に特別な形で現れます。彼は義の王にふさわしいからです。今これに言及しますが、後でもっと詳しく述べることにします。


  四．平和


  義は平和へと至ります。王職や祭司職と関係している平和と義が、私たちの前に示されています。この二つを一緒にすると、主イエスの御業とパースンの広大な領域を網羅することになります。逆に言うと――平和は義のゆえであり、天的祭司職のゆえであり、絶対的主権のゆえです。


  五．かぎりない命


  「……神の御子のようであって（中略）かぎりない命の力にしたがって」（ヘブ七・三、十六）。これが新約聖書がメルキゼデクに与えている称号です。


  これらを再び正順と逆順の両方でまとめることにしましょう。王職、天の位による祭司職、義、平和とかぎりない命。かぎりない命は与えられた命のゆえであり、義の根拠に基づいていて、天の祭司職を通してであり、それをすべて守る宇宙的主権の王座によります。これは卓越した展望であり、主イエスのパースンと御業に関するこれらの予型的要素を持つ一人の人において示されています。


  メルキゼデクによって導入された王職について、キリストとの関連で少し考えてみてください。注目すべきことに、キリストは統治の部族、君主の部族であるユダ族出身でした。しかし、ユダ族からは一人も祭司は出ていません。そこに祭司職はありませんでした。もしキリストが地上におられたなら――印象的な句です――彼は決して祭司になっていなかったでしょう、なぜなら、ユダからは一人も祭司が出ていないからです、と使徒は論じています。これは彼の祭司職を直ちに地から遠ざけて、天的な祭司職の位をもたらします。ですから、キリストの祭司職はアロンの祭司職とは別の根拠に基づいて生じます。彼は復活に関連して確立された祭司です。詩篇一一〇篇は、彼の祭司職は墓のこちら側――それはこの地と関係しています――に属するものではないことを明確にしています。この墓は私たちのこの地との接触を完全かつ決定的に断ち切ります。これがバプテスマの意義です。バプテスマの目的は、次の事実を宣言することです。すなわち、私たちの死によるキリストとの合一により、この地との霊的な類の関係は全く終わらされた、という事実です。よく聞いてください、私たちがキリストの天的祭司職の恩恵にあずかれるのは、これが事実であるときだけです。なぜなら、彼の祭司職はアロンの位によるもの――それは地に向かう生活を送る地上の人々に適用されます――ではないからです。キリストの祭司職は、彼が天におられる事実――これは直ちに復活について告げます――に基づいています。ですから、彼の祭司職は復活の効力・効用によります。


  アブラムに戻ると、この都に関して、アブラムは予型的な形でこの立場に、復活の立場に達しなければならなかったことがわかります。イサクですら、依然として地と何らかの関係があるものとしてこの地から断ち切られます。そして、天と関係している復活の立場に基づいて、この都に関する神の御旨が成就されます。ですから、キリストの祭司職が確立されるのは復活と関係しています。「あなたはわたしの子である。今日、わたしはあなたを生んだ」（ヘブ一・五）という句は彼の復活について触れています。そして、メルキゼデクのこの祭司職は予型的にかぎりない命の力にしたがっています。


  なぜキリストの祭司職は彼の復活に全面的に依拠するようになったのでしょう？その理由は単純で、神は王職を待っておられたのであり、神の御思いによると、王職から離れて真の祭司職はありえないからです。これをとらえて、よく考えてください。神の御心によると、王職から離れて完全な祭司職はありません。祭司職が最大限に発揮されるには、王職が祭司職には必要不可欠なのです。


  アロンの祭司職はエリで破綻しました。その時、サムエルが導入されて、何が起きたでしょう？サムエルが導入されたのは、祭司職の新しい体制をもたらすためではありませんでした。サムエルが導入されたのは、王を導入するためでした。その時から、王が常に祭司よりも優位に立ちました。ダビデは彼自身王でしたが、亜麻布のエポデを着て、この二つを彼自身において結合しました。しかし、ダビデの祭司職は彼の王職に従属していました。アロンの位の意義と価値は、もちろん、すべてキリストの内に集結・包括されています。しかし、アロンの位よりもメルキゼデクの位の方が優っています。


  王職は至高のものであり、支配的基調です。それが第一の最高位です。次に何が来るでしょう？義です！しかし、義は祭司職をもたらします。義の問題は祭司職によって取り扱われます。しかし、至高の権威の王座を確立できるのは、義だけです。祭司職に力を与えるのは王座、王職です。旧約聖書はこれを明確にしています。祭司職はその後、王座からその力とその職位を得ました。ダビデがどのように祭司たちを扱ったのかに注目してください。彼は大祭司を解任して、他の人々を導入しました。大祭司たちが神を裏切った時、ダビデは彼らをその職から追放しました。これを行うのは重大なことです。イスラエルに王たちがいなかった時代に戻ると、祭司に触れる人はだれもいなかったのです！しかし、祭司に優る地位にある一人の人がここにいます。ダビデにとって、それは義の問題に関して王座が支配する問題でした。大祭司たちが神を裏切り、義の問題に関して破綻したとき、王座が介入しました。そして、祭司職はもはや立ち得なくなりました。


  この二つは共にキリストの内に見いだされます。彼は王であり祭司であることがわかります。そしてまさに彼の王座により、彼は義と彼の祭司の働きを守られます。私たちには偉大な大祭司がいます。彼は王であり、主権者です。


  王座が確立されて、義が至高の権威によって維持されるとき、あなたは平和を知ることができます。これらはみな復活の力の中で働きます。彼は王であり、祭司です。そして、彼は復活のゆえに平和を確立されます。


  こうして主権がやって来ます。そして、主権はたんなる領域の問題ではなく、むしろ道徳的・霊的栄光の問題であることがわかります。彼の王職がそうです。それは平和の主権です。


  もし理解できれば、これには大きな価値があります。平和と義といったこれらの道徳的・霊的要素は、背後に至高の主権という途方もない力が控えている事柄です。私たちの義は私たちを支えられないことを、あなたも私も知っています。それはだれも支えられません。私たちの義は破綻します。それは貧弱なものであり、取るに足りないものです。私たちの平和はあまり長持ちしないことを、私たちはとてもよく知っています。私たち自身の平和はどれくらいの強さでしょう？それに臨むとても弱い攻撃程度の強さです。私たちの平和を覆すのは大したことではありません。次に、考えうる他の何らかの道徳的・霊的美徳を取り上げて、人自身の美徳、人自身の道徳的・霊的特徴がどれくらい人の助けになるのか見てみなさい。あまり助けになりません！しかし次に、主について考えてみなさい。主は義と平和と他のいっさいの美徳を持っておられ、ご自身の御霊によってそれらを分け与えてくださいます。それらの背後にあるご自身の御座の力、この御座が意味する勝利の力を、すべて与えてくださいます。それは勝利する義です。これはこの宇宙の絶対的主権者である御方のゆえです。主イエスの主権は義の主権です。もしあなたに彼の義を覆せるなら、あなたは彼の御座も覆せます。もしあなたに彼の平和を覆せるなら、あなたは彼の主権も覆せます。これらは同行します。私たちに必要なのは、主が私たちの存在の中心で、その力強い主権の力のかぎりを尽くして、その輝かしい平和のかぎりを尽くして、その深く揺るぎない喜びのかぎりを尽くして、王座につかれることです。それは抽象的な要素ではありません。御座と、それが意味するいっさいのものが、すべてと共にあり、すべての背後にあるのです。


  エルサレムは確かに、これらの霊的・道徳的な真理・現実の化身となるべきものでした。エルサレムが義によって支えられていた時、エルサレムは不動でした。エルサレムが義を捨てた時、エルサレムを支えるものは取り下げられ、エルサレムは崩壊しました。


  「エルサレムの平和のために祈れ」（詩一二二・六）。エルサレムは、その義を失った時、その平和を失いました。なぜなら、それを支える主権を失ったからです。これらは同行します。もしあなたが義を犯すなら、主はあなたを彼の主権、彼の王職によって支えてくださいません。


  アブラハムは、平野の都に関連して、この問題について神を知るようになりました。「わたしはわたしのしようとすることをアブラハムに隠してよいであろうか？」（創十八・十七）。主はアブラハムに「わたしはこれらの都を滅ぼすつもりである」と語られました。アブラハムは義を求めました。「あなたは正しい者を悪い者と一緒に滅ぼされるのですか？」。神は実質的に言われました、「見なさい！それはわたしの道ではありません！わたしは決して義を滅ぼしたりしません。もしあなたが義を見いだすなら、わたしは滅ぼすことができません。わたしは義を守らなければなりません！」。そこで、アブラハムは徹底的に調べましたが、何も見つかりませんでした。彼は、「あなたがこれを行うのは完全に正しいです」と言わなければなりませんでした。もしアブラハムが義を見つけていたなら、神はそれを行えなかったでしょう。義と王座の保護は同行します。義に欠けるなら、王座は保護するために機能することはできません。アブラハムと共に現れる新エルサレムは、彼の性格を帯びるべきものであり、こうしたいっさいのことの化身となるべきものでした。この問題を史的エルサレムを超えてさらに考えると、次の焦点はキリストご自身と、それから彼のからだである教会であることがわかります――新エルサレムは、神がご自身の民に関して心に抱かれた霊的な御思いを、すべて表現すべきものなのです。


  



  第五章 勝利者の特徴（続き）


  前の黙想を終えた所からさらに続けて、そこで完成しなかったことを完成させることにします。


  創世記二二章（モリヤ山）から、士師記に至るまで、エルサレムは再び登場しません。ヨシュアの死後すぐに、ユダ族とシメオン族は、当時エブスと呼ばれていたこの都を占領することを試みました。この都の下層部だけが占領された、とヨセフスは私たちに告げます。ベニヤミン族がユダ族に続いてこれを試みましたが、さらなる成功は得られませんでした。そして、士師記の期間の間、サウルの統治の間中、またヘブロンでのダビデの統治の間中、この都はエブス人の手の中にとどまりました。


  士師たちの時代のエルサレム


  この期間を見ると、それは霊的弱さの期間であり、それゆえ失敗の期間だったことがわかります。士師たちのこの期間の間ずっとはびこっていた状態を、私たちはよく知っています。この書を読みさえすれば、それは数百年に及ぶことがわかります。そして、私たちは悲しいことに、主の民の低調な霊的状況と、この期間のあいだ彼らを特徴づけていたこの大きな弱さに印象付けられます。この期間の終わりに達すると、サムエルが舞台に登場して、実に悲しい状況を見いだします。サウルがサムエルを通してもたらされますが、依然として状態は霊的に弱い状態であり、それゆえ、この都は所有されておらず、神の御旨におけるその地位を占めていません。


  要点は、エルサレムが神の御心を表すには、きわめて高度で豊かな霊の命が主の民に要求されるということです。その逆の事実も同じように正しいです。主の民の霊の命がそのあるべき水準よりも低い水準にある時は常に、エルサレムの栄光は覆われ、この都は優位ではなくなり、主イエスの御名はその中であがめられなくなります。


  広範な時間に及ぶこの調査から、エルサレムは主の民の霊的状態を表すことがわかります。この真理は絵図という形で旧約聖書全体を貫いており、その霊的意義は教会に受け継がれています。こういうわけで、私たちはエルサレムと勝利者の特徴について述べているのです。最終的に、天のエルサレムである教会が、霊的成熟と霊的豊かさの立場に基づいて、天の栄光のうちに登場します。それは主の民が達しうるまさに最高の命の表れとなります。そして、この表れは勝利者の力となります。


  最後から遡って読むと、エルサレムは最終的に最高水準の霊の命を表すことがわかります。そして、黙示録に示されている勝利者の群れは、霊的達成のまさに最高点に達した一団であることがわかります。


  旧約聖書のエルサレムすなわち地的エルサレムは文字どおり歴史的なものである一方で、上にあるエルサレムの歴史は純粋に霊的な基礎に基づくことを、理解することが重要です。その興亡――もしこう述べても構わなければ――は霊の命の興亡の問題です。主は今は天におられて、ご自身の御心の中に完全な都を抱いておられる一方で、ご自身の民、ご自身の教会を、霊的に完全な状態にもたらそうとしておられます。これが成就される時、それにより彼の栄光が表され、それと共に使徒が見た光景が実現されます。「そして彼は御霊の中で私を大きな高い山に連れて行き、聖なる都エルサレムが天から出て神から下って来るのを示した。それは神の栄光を持っており、その光は最も尊い宝石のようだった……」（黙二一・十～十一）。これが主がその教会において実現しようとしておられる霊的状態です。それは最終的に、教会すなわちこの都を真に構成している者たちにおいて実現されます。


  ですから、これまで述べてきたこの長い期間の間ずっと、エルサレムはしかるべき地位に達することなく、神の御思いを表してもいないことがわかります。それは主の民の霊的弱さと失敗のせいです。


  ダビデとエルサレム占領


  ついに、ダビデがエルサレムに上って行って、彼の勇者たちに一つの課題を発する時が来ます。彼らはこの課題を受け入れ、エブス人の要塞を占領することを試み、ヨアブがこれに成功します。ヨアブは興味深い人物です。彼は最善の形で常に輝くわけではありませんが、ヨアブの特筆すべき点、ヨアブの特徴的点は、ダビデ王との彼の関係です。もしヨアブが個人的利益を求めていたなら、あるいは、もし彼の関心がダビデから他の思いに逸れていたなら、彼はあまりぱっとしていなかったでしょう。しかし、ヨアブが無私の心でダビデに付き従い、ダビデの権益と栄光を完全に心に留めている時はいつも、彼は常に強みを発揮することがわかります。さて、ここでは、要塞を占拠するにあたってヨアブが抜きん出ます。それはダビデに対する彼の無条件の献身のためです。それゆえ、彼は要塞を占拠する勝利者のさらなる型となります。


  ここでこの都に関する一つの新しい特徴と、この都に関連して勝利者たちが導入されます。つまり、勝利者たちはその心を王に、彼らの主に無条件でささげている者たちであり、彼に対する明け渡しのゆえに、至高の地位に至る者たちなのです。もし私たちに個人的関心があるなら、あるいはもし私たちの関心が何らかの形で主から逸れているなら、私たちは勝利者になれないでしょうし、この大事な事柄の中にあまりよく踏みとどまれないでしょう。これに関連して黙示録三・七～十二の節が思い出されます。そこではダビデについて、宮について、また、この都についても述べられています。これらの三つのものによって示されているものにあずかることが勝利者の分け前であることがわかります。


  もう一度概観すると、アブラハム、メルキゼデク、ダビデは、完全に神のものであるものの力を、霊的に表していることに気づきます。二つの事が私たちの前に明示されています。（１）天的王職と（２）天的祭司職です。これらはキリストにあって実現されていることがわかります。次に、それらは天的な民によって所有され、最初から最後まで天のエルサレムと関係しています。


  さて、第一列王記八章に記されているように、主はダビデと「あなたはあなたの王座に座す人に欠けることはない」という契約を結ばれました。次に、ダビデとイスラエルには、長い諸世紀の間、王もなく、宮もなく、祭司もないことを見いだします。私が見るかぎり、この矛盾らしきものを説明するには二つの方法しかありません。一つは「英ユ同祖論」の方法であり、他方は、すべては主イエスに受け継がれたと見なす方法です。つまり、ダビデとの契約はダビデよりも大いなる子孫によって成就されたのであり、彼は王座について、その肩にはまつりごとを担い、ダビデの鍵を持っておられる、と見なす方法です。（脚注：例えば使二・三〇より。確かにこれだけが正しい解釈です。）


  ですから、第一に、すべては天的地位についておられるキリストに受け継がれました。しかし二義的には、それは天のエルサレムに移され、受け継がれたのです。この天のエルサレムは今や存在するものと見なされています。パウロは言います、「しかし上にある（上にあるようになるではない）エルサレムは自由であって、私たちの母です」（ガラ四・二六）。パウロの手紙の中の教会が常に完全・完璧なものと見なされているのとまさに同じように――とはいえ、これは文字どおりそうではないことを私たちは知っています――エルサレムは今や上に存在するものと見なされています。そして、それに関して述べられていることはみな、この特徴を帯びています。このように天のエルサレム――私たちは天上にキリスト共に座らされているのですから、私たちは今やその一部です――は、この天的王職と王国、そしてこの天的祭司職とを受け継いで、それを体現しているのです。私たちはその中に入れられており、それは私たちに移されています。これを証明するのに聖書が必要なら、この問題にまさにうってつけの御言葉があります。マタイ二一・四三に記されているように、ユダヤ人に主イエスは言われました、「神の王国はあなたたちから取り去られて、実を結ぶ国民に与えられます」。この御言葉の横にルカ十二・三二を置くことができます。「恐れるな、小さな群れよ、あなたたちに王国を賜ることは、あなたたちの父の大いなる喜びだからです」。次に、ペテロ第一の手紙二章九節「しかし、あなたたちは選ばれた種族、王なる祭司、聖なる国民です」。ですから、天のエルサレムである教会が王国を受け継いだのです、王国は教会に移されたのです、教会が祭司職を受け継いだのです。「私たちの国籍は天にあります」。これは現在時制です。これは直ちに、現存する天のエルサレムにつながります。今日の王国は、もちろん、私たちに関するかぎり、霊的なものです。現在の王職と王国は霊的に表されます。後に、文字どおり表されるでしょう。つまり、教会は文字どおり、来るべき時代にこの世を統治する地位につくでしょう。


  祭司職もまた、今日、霊的なものです。私たちは、今、祭司です。その時、私たちは祭司でしょう。究極的完成を待っているだけでなく既に持っているものに関する完全な思想を、黙示録がどのように示しているのかがわかります。この書の冒頭と少し進んだ二つの箇所、すなわち一章六節と五章十節で、彼は私たちを王国とし、私たちの神への祭司としてくださった、と述べられています。


  要点――私たちが述べてきたこと、あるいは述べられることはすべてこれにかかっています――は、すべては復活と密接な関係があり、それから分けられないということです。復活は私たちが思う以上に遥かに偉大であり、深遠であり、意義があります。復活はすべてに対する鍵です。そして、神の天的御旨に関係するものはみな、復活と固く結びついていることがわかります。確かに復活は、もしキリストにあるなら、その事柄は天的であることを意味します。


  これまで見てきたように、この都はまずアブラハムと共に登場します。アブラハムの生涯の中心点は復活の偉大な力と事実であることを、私たちを知っています。アブラハムが祭壇にやって来て、地からのもの――神に由来するものさえも――をすべてきっぱりと放棄した時、その時、アブラハムは外に出て、神に関する地的ビジョンや御旨よりも優るものの中に、神の天的・宇宙的御旨であるものの中に入りました。アブラハム契約の天的基礎になったのは、昔も今も復活です。


  士師たちの時代の間、またサウルの生涯の間、地的な状況のせいで、この都は輝きを失って視界から消え去り、機能せずにいました。ダビデの統治になって、宮のためにオルナンの打ち場が獲得された時、この都はそのあるべき地位に完全についたことがわかります。その時、神は予型的な形でご自身の住まいを獲得されました。そして、この神の住まいによって、この都はそのあるべき姿になりました。これは常にそうでしたし、これからもずっとそうでしょう。何かを神聖で天的なものにするのは神の臨在です。さて、オルナンの打ち場が獲得されたのは、御使いが剣をおさめた日のことでした。その地で荒れ狂っていた死がやんだ時のことでした。その打ち場でいけにえがほふられて、呪いに終止符が打たれた時のことでした。それ以降、復活の立場に基づいて新たな開始がありました。復活は常に天の御旨に関して中心的地位を占めます。


  復活は分離するものである


  復活がすべての鍵です。復活は完全な御旨・御思いを実現するための神のすべての新しい動きへの鍵であり、常に分離・分割するものです。


  ヨハネ五章のような章を見てください。この章の中で主イエスが復活について述べておられるのがわかります。「死者が神の子の声を聞く時が来ます。それは今です。そして、聞く者は生きます」（二五節）。これは、もちろん、霊的に受け取らなければなりません。誰がその声を聞くのでしょう？全員ではありません。生きるのは聞く者ですが、全員が生きるわけではありません。つまり、主の御言葉の中にある復活の力は、生きる者たちと死んだままの者たちとを霊的に分けるのです。復活は分けるものです。それは言わば群れを二つに分けます。ある人たちは語られた御言葉を聞いて生きます。彼らは霊的死からよみがえらされます。他の人たちは聞きません。後に主イエスが「わたしの羊はわたしの声を聞きます……」と言われたことはご存じでしょう。ここに復活の第一の形式があります。それは霊的です。それは霊的死から、すなわち霊的に死んでいる者たちの間からよみがえることです。そして霊的な形で、人々は二つの群れ――生者と死者――になります。


  この同じ章の中で主イエスは問題をさらに未来に向けて進めておられます。「墓の中にいる者たちがみな彼の声（語られた御言葉ではありません）を聞く時が来ます（主は「それは今です」とは述べておられません）」。これは私たちを一テサ四・十六に結び付けます。「墓の中にいる者たちがみな彼の声を聞く時が来ます」。これは霊的にではなく文字どおりに受け取らなければなりません。この復活では何が起きるのでしょう？「そして彼らは進み出て、善を行った者は命の復活に至り、悪を行った者は裁きの復活に至ります」（二九節）。再び復活が分けます。


  御言葉の中には他の復活もあります。そして、そのどれもが分けるものであることがわかります。一テサロニケで述べられている信者の一般的復活がありますし、ピリピ三章が告げる信者の特別な復活、すなわち死者の間からの格別な復活があります。パウロは一テサロニケにおける自分の地位を堅く確信していました。しかし、ピリピ三章で述べられている復活については確信がありませんでした。全く確信がありませんでした。これに関する彼自身の言葉は次のとおりです。「何とかして格別な復活に達するためです」。「すでに得ているわけではありません」。「すでに獲得しているとは考えていません」。ここでもまた復活が分けます。


  私たちはこの結論に達しないわけにはいかない、と私は感じます。復活は分けるものであると同時に、ある地位につけるものでもあるのです。また、ピリピ三章の復活は一テサロニケ四章の復活とは異なるのです。一テサロニケ四章はピリピ三章よりもずっと一般的です。ピリピ三章は一テサロニケ四章よりも、神の御思いを表すうえで、ずっと高い地位にあります。


  黙示録に来ると、「残りの死者は千年間生き返らなかった」という記述を見いだします。一つの復活すなわち第一の復活があり、それが一つの分裂を生じさせました。「第一の復活にあずかる者は、さいわいな者であり、また聖なる者である……」（黙二〇・六）。しかし、かなり多くの者たちはこれから除外されます。またもや復活が分けることがわかります。それはある者たちを取って、他の者たちを残します。


  しかし再び千年の終わりに、また別の復活があります。そして、また復活が分けます。一つの復活があり、この復活に関してこう記されています、「そしてだれでも命の書に記されていないことが判明した者は、火の池の中に投げ込まれた」（黙二〇・十五）。もしこの時に、時の流れの中のこの時点で、命の書の中に名が記されている者はみな千年前によみがえらされていたのだとすると、なぜこう述べているのでしょう？この意義がわかるでしょうか？つまり、千年後にも、この書に名が記されている者の中にはよみがえらされる者たちがいるのであり、彼らは千年間何かを失うのです。こうして千年後に一つの復活があり、この復活により、この書の中に名がある者たちと、この書の中に名が見いだされない者たちとが分けられます。もしそうでなければ、きっと神聖な霊感を受けた御言葉は「その千年の終わりに、死者の残りの者たちはよみがえらされて、直ちに火の池の中に投げ込まれた」と述べていたでしょう。なぜ「…だれでも命の書に記されていないことが判明した者は」と述べているのでしょう？復活が臨んで、これほど終わり近くになっても、分けたのです。


  これは一体何を意味するのでしょう？これは復活が何回もあることを意味します（一回の復活や、二回の復活ではありません）。そして、どの復活も何らかの段階、何らかの地位、神の御旨の進展の何らかの飛躍を表しています。そして、直ちに次の結論に達することができます。すなわち、第一の格別な復活は、最高の地位に到達する一団に関するものなのです。それに続く復活はどれも、これより劣るものを表しています。クリスチャンであっても、この千年間を失うおそれがあります。これがそうである以上、失うおそれがある別のものもあることになります。


  これがエルサレムに関する勝利者の意義です。勝利者は、黙示録三章に見られるように、王座に至ります。しかし、フィラデルフィアとラオデキヤのあの勝利者の群れは、十二章の男の子の勝利者の群れです。それは特別かつ格別な復活の群れです。そして確かに主はこれを目ざして、私たちに次のことの緊急性を考慮するようにさせておられます。すなわち、私たちは少しでも地の方に向かったり、世につながれたりしている民であってはならず、むしろ全く外に出ていなければならないのです。それは、私たちがこの群れの一部となるためです。この群れは神の最も完全な御思いを表現し、死者の間からの格別な復活を知ることになります。


  復活が二回以上あるのかどうかに関してもし疑問があるなら、この一つの線に沿って新約聖書を読んでください。不幸なことに欽定訳はこの場合この事実を明らかにしませんが、改訂訳は大いに助けになります。新約聖書では復活に関して二つの単語が使われていることがわかります。それは死者の復活（resurrection of the dead）と死者からの復活（resurrection from the dead）です。改訂訳ではこの区別をしています。死者の復活は一つの事です。すべての人を含むことになる死者の復活がありますが、死者からの復活、すなわち死者の間からの復活があり、こちらはすべての人を含みません。ベタニヤの姉妹はこの真理に見事につまずきましたが、それは私たちの益になりました。「彼が終わりの日の復活でよみがえることは存じています」（ヨハ十一・二四）。彼女は、全員がよみがえらされる時の死者の復活について述べています。イエスは彼女を引き寄せて「わたしは復活です」（二五節）と言われました。さて、注意してください。それに直ちに続くヨハネ十二章（それはこの物語の続きです）はこう述べています。「イエスはそこで過越の六日前にベタニヤにやって来られた。そこはイエスが死者から（from the dead）よみがえらされたラザロがいるところだった」。この言葉は "ek" であり、「～の間から」を意味します。「わたしは復活です」――「イエスが死者からよみがえらされた」。キリストに関連して、死者からの一般的復活よりも優るものがあります。すなわち、格別な復活があるのです。キリストとの関係が十分になればなるほど、神は復活によってますます多くのものを確保してくださいます。


  ですから、エルサレムにはその最高の特徴として、復活の立場にある勝利者があります。勝利者は、いま見ているように、主との関係を完全に貫き通す人々です。あるいは、私たちの一般的考えに沿って述べると、勝利者は決して地に向かわず、世と関係しない人々です。


  復活は分離です。しかし、分離としての復活は現在の霊的分離の原則の帰結にすぎません。もしあなたと私が今、真に神へと分離されており、コロサイ三・一「もしキリストと共によみがえらされたのなら、上にあるものを求めなさい。そこにキリストはいて、神の右に座しておられます」という御言葉が私たちにも言えるなら、私たちは死者からの格別な復活によって霊的に分離される結果になる途上にあります。私は「救われた人は全員、半ばもしくは部分的に世的な生活を送っていたとしても、格別な復活にあずかるようになる」と信じている人たちには属しません。この御言葉に何らかの意味があるとするなら、彼らは何かを失うことになりますし、命の書に名が記されている人々でも千年間を失うおそれがあります。私はあなたに御言葉を見るようお願いします。御言葉は何と述べているでしょう？「死者の残りの者は千年が終わるまで生き返らなかった」（黙二〇・五）。その後、復活があり、諸々の書が開かれます。そして、命の書に名がない者たちは火の池の中に投げ込まれます。


  今、ヘブル人への手紙の中にある途方もない数々の警告を私たちは理解します。例えば、嗣業に至らないこと、神の御旨に達しないこと、神の御旨である生得権を失うことです。エサウに関して「彼は一杯の煮物のために自分の生得権を売った」というとんでもないことが述べられています。その後どうなったでしょう？彼は涙を流して求めましたが、悔い改めの余地はありませんでした。次にヘブル人への手紙は告げます、「……彼らを再び新しくして悔い改めに至らせることは不可能です……」（ヘブ六・六）。これは彼らが永遠に失われることを意味するのでしょうか？いいえ！彼らは自分の生得権を失い、自分の嗣業を失いましたが、必ずしも自分の永遠の命を失ったわけではありません。千年の終わりに、彼らは依然として命の書に名が記されているかもしれませんが、自分の嗣業を失うのです。


  今、神に対する徹底的姿勢がこのように強調されている理由を、あなたは理解されたでしょう。おそらく、あなたはいわゆる証しの性質を多少よりよく理解されたことでしょう。また、なぜ私たちは万事の中から――この世の宗教からも――霊的に外に出て、神のために離れて立たなければならないのかを、多少よりよく理解されたことでしょう。一体これはなぜでしょう？なぜもっと一般的に受け入れられているものを支援しないのでしょう？それはこの理由によります。すなわち、神はさらに徹底的な御旨を示されたからです。それはさらに徹底的な要求を課すものであり、さらに徹底的な代価を要求します。それはさらに徹底的な争いと苦悩の領域の中にもたらします。しかし、この天の幻を見たからには、進み続ける以外私たちに何ができるでしょう？「勝利を得る者を、わたしはわたしと共にわたしの王座につかせる……」。そこには王職があります。


  復活は神の御旨の中にあるいっさいのものに対する鍵です。それは万事の基礎です。そして、復活は常に分けるものです。あなたは一つの復活に達しても、別の復活を失うおそれがあります。それはあなたが主と共にどれだけ遠くまで進んだかによります。これは救いの問題ではなく、救いに続くものです。パウロは自分の救いについては何の疑問もありませんでしたし、命へと至る救いと関係しているものについても何の疑問もありませんでした。しかし、その中には別の復活があって、それに関しては確信がなかったのです。そのために彼は霊的に全神経を集中しなければなりませんでした。「何とかして達するためです」。この復活は永遠の命に伴う復活ではありません。この復活は上へと召す賞です。それは勝利者のためのものなのです。


  



  第六章 都――天の統治の座


  「主なる神はこう言われる、『これがエルサレムである。わたしはこれを諸国民の間に置き、国々をその周りに置いた』。」（エゼ五・五）


  私たちはサレムの王メルキゼデクから偉大な王ダビデに至るまでエルサレムを辿りました。そして次に黙示録まで、新しいエルサレムまで辿りました。その行政は常に天にあります。この事実は数々の型や象徴、多くの他の形で示されており、またそうであることが直接告げられています。


  神の御言葉もまた、ある聖徒たちのためにこの行政におけるある地位が用意されていることを教えています。神の御座は共有可能であること、そして最初の共有者は主イエスであることは明らかです。しかし彼はこの同じ特権をある条件で特定の聖徒たちに提示しておられます――彼がその御父の御座にあずかったのと同じ条件です――彼らは彼の御座にあずかります。このように、ある聖徒たちのために、この世界の究極的統治の地位が用意されています。


  統治に関して使われている絵図は都の絵図です。その都から統治がなされます。その都はたんなる場所ではなく一つの民であることを私たちは知っています。この都または民を構成するものはすべて天的です。その地位と権力はこの性質によります。この性質はすべてが天的であることです。


  黙示録には、奥義なるバビロンと述べられているある都が出てきます。この意味は、もちろん、この世の文字どおりの歴史的バビロン、人々によって文字どおり建てられた都ではありません。奥義なるバビロンは霊的なバビロンであり、その特徴がバビロンの道徳的・霊的要素である民です。文字どおりのバビロンから道徳的・霊的に現れたものを私たちは知っているので、奥義なるバビロンを特定するのはあまり難しくありません。要点は、これは神の都である奥義なるエルサレムを真似たサタンの偽物だということです。この文脈で使われている「奥義」という言葉は、表に現われないものを意味します。ある表われは見えますが、実体は背後にあり、霊的知性だけが識別できます。これは奥義なるバビロンにあてはまります。奥義なるエルサレムにあてはまります。奥義なるバビロンは大きな惑わし、欺き、宗教史上の罠であり、奥義なるバビロンの網にかかる人はみな、きわめて恐るべき形で欺かれ、盲目にされます。彼らは歴史上きわめて恐るべき手段に訴えているにもかかわらず、それでも自分たちは神に仕えていると思うおそれがあります。奥義なるバビロンを私たちに知らせるものの名を述べる必要はないでしょう。


  奥義なるバビロンがサタンにとって意味することは、奥義なるエルサレムが神にとって意味することでもあります。それは天的な素晴らしい意味においてであり、知者や賢者から隠されている事柄、世人から隠されていて知恵と啓示の霊によって彼を知っている人々に対してのみ開かれている事柄が、その中にすべて集約されています。


  エペソ人への手紙は、ご存じのように、教会をその主な目的としており、神の御言葉の中で教会について使われている隠喩がすべて、少なくとも暗示的に示されています。この手紙で用いられている隠喩は、ご存じのとおり、


  １．からだです。


  次に、さらに以下の隠喩があります。
 ２．家
 ３．宮
 ４．都
 ５．エクレシアすなわち召し出された群れ
 ６．家族
 ７．一人の新しい人
 ８．花嫁


  これらの隠喩がすべてエペソ書の中にあります。それらは一つの教会の様々な面です。


  からだ
 一章二三節、三・六、四章全体。


  家
 二章十九節。
 （これに関して、この手紙の中の「御父」と「子」という言葉を辿るようお勧めします。）


  宮
 二章二二節。


  都
 二章十九節、三・十八。（これはあなたの思いを黙示録に、立方体の都に向かわせます。その幅と高さと長さは等しいです。）


  エクレシア
 「教会」に対するすべての言及を挙げてください。


  家族
 三章十五節。


  一人の新しい人
 二章十五節。四・十三、二四。


  花嫁
 五章二五～二八節、三一～三二節。


  ですから、この手紙の中には教会の八つの隠喩があることがわかります。また、この手紙の中には、十分辿ることのできる他の暗示もあることがわかります。


  私たちが到達することになる要点は、教会に関するこの包括的提示の中には際立った点が三つあるということです。


  一．奥義


  第一の点は奥義です。この言葉は、ご存じのように、エペソ人への手紙の特に特徴的な言葉です。パウロは御旨の奥義について記しています。「……私たちに御旨の奥義を知らせてくださいました……」。「……その奥義を私に知らせてくださいました……」。「……その奥義の交わり……」。「これは偉大な奥義です……」。そして最後に、「福音の奥義……」。


  奥義なるエルサレムという句は聖書の中に出てきませんが、教会はエルサレムであることは明らかです。また、このエペソ人への手紙が十分に見せている教会は直接的・密接にこの奥義と関係していることは明らかです。ですから、この都である教会と、教会であるこの都はこの奥義です。そして、たったいま指摘したように、「奥義」という言葉の意義は、それは啓示によってしか知りえないということです。それは天然のいかなる能力によっても理解できません――奥義、啓示されるべきものです。それは常に存在していました。これについてはっきりさせましょう。教会、奥義なるエルサレムは、聖霊の啓示によってのみ知りえます。それは今存在しています。しかし、教会は依然としてこの世に対して隠されていると言えます。宣伝、誇示、その存在をこの世に印象づけるための努力がさんざんなされているにもかかわらずです。それにもかかわらず、真の教会は依然として世人の目から隠されています。この都はこの世には見えません。この啓示、この奥義の啓示は、この世にではなく聖徒たちだけに臨みました。また、聖霊の啓示によって臨んだのです。その注目すべき点は次のとおりです。たとえ自分の手に新約聖書を持ち、このエペソ人への手紙を自分の手に持っていたとしても、そして、その最初の節から最後の節まで暗唱でき、そのすべての語句、そのすべての内容を知っていたとしても、それでも依然として、教会が何なのかに関して、あなたの心の目には覆いがかかっているおそれがあるのです。人がそれを見るには聖霊による啓示が必要です。


  二．すべてが天的である


  ここでこの奥義と明らかに平行している第二の点は、すべてが天的であるということです。「奥義」という言葉がエペソ人への手紙の中に六、七回見いだされるのと同じように、「天的」という言葉もこの手紙の際立った特徴です。これは明らかにこの都すなわち教会の天的性質を示しています。これについて熟考することはせず、再度これを述べるだけにしておきます。なぜなら、これは私たちの黙想の特別な目的であり、私たちはこれに何度も何度も戻ることになるからです。


  三．その行政上の特徴


  教会に関して、また私たちの現在の題目である「土台のある都」としての教会のために、この手紙の中に示されている三番目の点は、その行政上の特徴です。この手紙の中にこれを明示する数々の事柄が示されています。この都、この教会を構成するこの民の天的性質と霊性のゆえに、そこには一つの強力な行政上の要素があります。これに関して一つか二つの節を見ることにしましょう。


  エペソ一・二一～二二。「すべての支配、権威、力、主権、この世界だけでなく来るべき世界においても唱えられるあらゆる名を遥かに超えて高くされました。また神は、万物をキリストの足の下に服従させ、そして彼を万物の上にかしらとして教会に与えられました……」。主ご自身と共に、そして教会の主権的かしらとしての彼の地位から始まります。


  二章六節。「キリスト・イエスの中で、私たちを彼と共に復活させ、彼と共に天上に座らせてくださいました」。ですから、彼の地位だけでなく彼の存在とも一つになる特権を私たちは与えられています。私たちは彼と霊的に結ばれたと見なされています。天上における彼の地位だけでなく、天上における彼の存在とも一つなのです。それはあらゆる支配、権威、力、主権等を遥かに超えています。教会は彼のこの地位とつながっています。


  三章十節。「それは今や天上にいる主権者たちや権力者たちに対して、教会を通して神の多様な知恵を知らせるためです」。これは行政上の要素ではないでしょうか？教会により、神は主権者たちや権力者たちという知的存在を支配しておられること、この知的存在に強い印象を与え、彼らを教え、ご自身の多くの面にわたる知恵を知らせておられることは、きわめて明白です。


  六章十二節から。この天上では、教会は戦いの中にあると見なされている一方で、教会は権力の座にあるとも見なされています。これは優位に立つため、優勢になるための戦いではなく、むしろ優位性を示すため、次の事実を示すための戦いです。すなわち、これらの主権者たちや権力者たちは敗北しており、天上にあるキリストとその教会に服しているという事実です。


  ここでエペソ六章と黙示録十二章を比較する必要があります。エペソ六章では、教会は天上で主権者たちや権力者たちと格闘中であると見なされています。黙示録十二章の場合、一つの群れが悪しき者、暗闇の勢力の激しい襲撃を受けています。その後、この群れはそれらの勢力を天から投げ落とし、それらの勢力が活動していた領域を統治する地位を完全かつ最終的に受け継ぎます。これがこの戦い、敵との大きな最後の戦いの終わりです。この戦いにより、敵は空中または天上の自分の場所から投げ落とされます。エペソ六章から黙示録十二章に目を向けるとよいでしょう。エペソ六章では戦い、代々にわたる戦いが進んでいます。黙示録十二章では、この戦いが最高潮に達していることがわかります。その結果、依然として天上にいたエペソ六章のこれらの勢力は天から追い出され、もはやそれらのための場所は見つからなくなります。そして教会は天に残されて、王座の支配する地位を完全に占めます。


  選びの要素


  このエペソ人への手紙の中に明らかに見られるもう一つの別の要素があります。それは選びの要素であり、地的・天的両方のエルサレムの特徴です。「これがエルサレムである。わたしはこれを諸国民の間に置き……」（エゼ五・五）。これは神の定めについて述べています。そして、エルサレムは神に選ばれた、選びの都、選びの器であること、神の主権の下でエルサレムは一時的ではあるものの選び出され、定められ、神の御旨のために保たれていることを、私たちは旧約聖書からとてもよく知っています。その偉大な本体の領域、地上のエルサレムは微かな絵図にすぎない領域の中に引き上げられるとき、これはなんと遥かにそうであることか。教会を完全に提示しているエペソ人への手紙には、「彼にあって選ばれた」「選民」「彼の御旨の目的にしたがって選ばれた」という、選びに関する途方もなく強烈な言葉が出てきます。神は永遠の過去から、この天のエルサレムが統治と主権の地位を占めるよう決定しておられたのです。


  今、天で支配すること


  最も重要な価値ある点、これから生じる点は次のとおりです。すなわち、今、この経綸における神の御旨に関して、教会とこの世を支配する天の支配との間には関連があるのです。これはすべてを総括します。エペソ人への手紙を正しく読むだけで、これがはっきりとわかります。しかし、これを証明するものはこの手紙以外にもとてもたくさんあります。


  第一に、この世を統治する座は天に据えられており、この統治はいま機能しています。反対のように思われるあらゆるものにもかかわらず、それはいま機能しています。教会は天と霊的に関係していると見なされており、霊的に今そこに座していると述べられています。ですから、教会は今、霊的な形で、この世を支配することと固く結びついており、関係しています。それはこの経綸に対する神の御旨のためです。教会がこの世を支配することと関連しているのは一般的目的のためではなく、ただ神の御旨との関係においてのみです。この統治上の合一の機能は霊的であり隠されていることを、私たちは覚えておかなければなりません。それは明示的ではありません。教会はこの世を明示的に統治しているわけではありませんが、この世を統治することに教会は今、秘密裏に関わっています。


  エリシャとダニエルに見られる天の統治


  旧約聖書はこの絵図で満ちています。教会の型である旧約聖書中の人物たちの中で際立っているのは――最も際立っているわけではないにせよ――エリシャです。エリシャは油注がれた唯一の預言者でした。彼はエリヤの後継者であり、御霊の二倍の分を受け、より偉大な働きをしました。彼は言わば、この地上におけるキリストの後継者である教会の卓越した型です。エリシャの生涯を見て、統治のこの特徴の素晴らしい表われを見てください――秘密の、隠された、霊的な統治でした。王たちが同盟を組んで、戦争のために集まり、敵に向かって出て行きましたが、水がなかったため窮地に陥りました。この物語は、しばしば私たち自身の心に励ましと鼓舞のメッセージを与えてくれます。「主はこう言われます、『この谷を溝で満たしなさい』」（二列三・十六）。朝になると、水がすべての溝に満ちており、海のようでした。その結果はご存じでしょう。この物語は状況を支配する天の支配の素晴らしい一例です。ここに、数々の失敗にもかかわらず、神を代表している人々がいます。少なくとも彼らの中の一人はそうです。その状況は危機的でした。超自然的な天の支配、介入がなければ、不名誉な結末になっていたでしょう。一つの器を通して――この場合はエリシャでした――天の静かな秘密の統治がもたらされ、情勢は悲劇と禍いから栄光へと一変しました。音はなく、何も見えず、何も聞こえませんが、天が支配しているのです。


  再び、シリア人たちが戦争をしようとします。エリシャは自分の家の中に、秘密の場所に座しており、イスラエルの王に使信を送ります。「あなたは用心して、この所を通ってはなりません。シリア人がそこに下ってきますから」（二列六・九）。そして、こうしてイスラエルの王は助かりました。一度や二度のことではありません。シリアの王は将軍たちに言いました、「我々のうち、誰がイスラエルの王と通じているのか、私に告げる者はないか？」（十一節）。一人の諜報員によるそれに対する返答は――私には説明できませんが――「いいえ、わが主、王よ、ただイスラエルの預言者エリシャが、あなたが寝室で語られる言葉でもイスラエルの王に告げるのです」でした。この秘訣がわかります。静かな統治により、敵は無力化され、剣を抜かずに敵を打ち破ります。これは天の統治です。旧約聖書はこの類のことで満ちています。


  この預言者の住む都が包囲されます。預言者とその僕はその都の中におり、僕は包囲軍を見て、「ああ、わが主よ！どうしましょう？」と叫びます。エリシャが「『主よ（中略）どうぞ彼の目を開いて見させてください』と祈ると、主はその若者の目を開かれたので、彼が見ると、火の馬と戦車が山に満ちてエリシャのまわりにあった」。これは天の統治です。あなたはその結果をご存じです。


  ダニエル書に移ると、そこには私たちの注意を引くものが十分にあります。なぜなら、この物語はすべて次の事実に大いに忠実だからです。すなわち、天が支配している事実、神が人々の王国を支配しておられる事実です。ネブカデネザルについて考えてみてください。また、証しに対する、証しの器に対する彼の試みについて考えてみてください。そして、王たちの中で最強の者、この黄金の頭、彼ら全員の中で最高の者のこれらの試みに対する天の支配に注意を払ってください。ネブカデネザルの王国は史上最大の王国だったことを考慮することが大事です。それに続く帝国はみな、それより劣るものでした。それでも、天がこの最大の帝国を支配したのです。この支配は、神に対するこの強力な反対のただ中で、一握りの人々によって表されました。神に対するあの激しい敵対の真っただ中に、この数人の人々が置かれました。天は自らの支配を、それ自身はあまり大したものではない一人の僕を通して表しました。この支配はなんと強力だったことか。ダニエルはどこで支配したのでしょう？祈りの場所でです！エリシャはどこで支配したのでしょう？彼自身の家の中でです！そこに一つの秘訣があります。天の力、天の統治が霊的に進みます。それは説明不可能です。帝国を支配するこの大いなる支配に外面的特徴は何もありません。それは全く霊的です。それは全く隠されています。天然の目にはその何の痕跡も見えません。その効力が現れる領域に入る時はじめて、人々はそれを知ります。支配者たちや諸々の政府が神の御旨に反対します。これは一つのことです。支配者たち、数々の政府や帝国や国民が、暗闇の力に支えられて、神の御旨に全力で逆らいますが、それでも神の御旨が成就されます。しかも、それ自身は実際上無である一つの手段を通してです。これがこの物語です。


  この手段とは何でしょう？その性質、その地位についてはどうでしょうか？すべてがそれにかかっています。それは本質的に霊的です。その生活、諸々の関係、そのすべての力は天的です。それは支配・統治する都であり、永遠にわたって支配するよう定められています。それは霊的な民、天的な民であり、「天的」という言葉が意味するところのものをすべて有しています。


  それは一方において、霊性の欠如、天的生活の欠如は確実に敗北の道であることを意味します。私たちはこの世の中に出て行って、この世の政府、この世の支配者たち、人々が造った諸々の法律に出くわすかもしれません。そして、これらのものは、この経綸における神の御旨の実現に対して、必死で抵抗するかもしれません。政府は扉を閉ざして鍵をかけ、支配者たちは抵抗し、法令が作成され、諸国民や国々は閉ざされるかもしれませんが、それでも天が支配し続けます。そして、依然として神の御旨はすべて実現可能です。主との天的合一の中にある民は、あの天的機能を行使することにより、依然として神の御旨を成就する手段たりえます。


  たとえば、ロシアの現在の体制はこの時代に対する神の御旨を挫折させているとは、私は一瞬たりとも信じません。実際には――いつの日か明らかになるでしょうが――おそらくそれは神の御旨を促進しているのです。その道がどれほど恐ろしくて、大きな代価が必要だったとしても、神の御旨は挫折しません。天が依然として支配しています。


  注意してください。天は支配するための手段をこの世の中に必要としています。そしてあなたと私は、サタンの力の領域から霊的な方法で絶対的に分離されることにより、また、天におられる主との全き交わりと調和により、あらゆる反対にもかかわらず、依然として神の御旨を成就する手段たりえます。すでに述べたように、人は扉を閉ざすかもしれませんが、神は「わたしはあなたの前に、だれも閉じることのできない扉を開いておいた」と言うことができます。人々はあれこれ禁じるかもしれません。宣べ伝えを禁じるかもしれません。出版を禁じるかもしれません。あらゆる種類のことを禁じるかもしれません。しかし、依然として諸々の事がなされます。神には事をなす諸々の隠れた方法があります。それは祈りと彼との真に霊的な交わり――これは密かな場所でのこのエリシャの働きの性格にならったものです――を通してであり、その場に自ら出かけていくまでもありません。しかし、ああ、すべてが天然の線に沿って閉じて行く時、この場所――そこでは働きは中止されておらず、閉ざされてもいません――にとどまることはなんと大事なことか！国々は閉ざし、政府は禁止し、おそらく宣教士はやめざるをえないこともありうると思います。神の御旨を消そうとするサタンの最後の努力の結果、あらゆる種類のことが起きるおそれがあると思います。サタンは人や政府や人々を用いて、福音に反対し、主に反対します。しかし、それによって神の御旨が妨げられるとは私は信じませんし、また、神の御旨は天からの直接的な主権的方法により自動的に達成されるとも私は信じません。神の御旨は彼との霊的合一の中にある人々を通して完成されると私は信じます。私たちは様々な場所に行くことはないかもしれませんが、神の御旨がなされます。神にはご自身の数々の方法があります。しかし仮に私たちが介入したとしても、もし私たちが天との徹底的合一・同盟の中になければ、また、もし私たちが「クリスチャン」という名を帯びていたとしても地的なものすべてと完全に手を切っていなければ、どんな真の永続的効果を望めるでしょう？ああ、天的性質と霊性の途方もない力！


  これをすべてこの都は意味します。この都は天の都であり、この都は来るべき時代に文字どおり統治することになるのと同じように、今、霊的な形で統治するよう召されています。あなたと私は市民仲間です。私たちは弱い者、愚かな者、蔑まれている者、無きに等しい者かもしれませんが、神はそのような者たちに途方もない可能性を与えてくださいました。ただし、それは彼らが聖霊の油塗りの下にある場合の話です。これは、「それは彼らが支配しておられる主に結ばれて、天と同盟していればの話です」を言い換えたものにすぎません。密かな場所で途方もないことをなせます。天の行政が弱い聖徒たちを通して、祈りによって臨みます。主に触れつつ生きることしかできない時もあるかもしれません。言葉は尽き、外面的な表現形式をすべてやめなければならないかもしれません。神との接触の内に生きるのは途方もないことです。私としては、何ものにもまして遥かに、公の務めよりもずっと遥かに、これを欲します。神との隠れた交わりの生活と比べたら、公的表現形式はすべて二の次です。私たちが知っている以上に、神と共なる私たちの隠された生活から、途方もないことが生じます。何も見えず、何も聞こえないかもしれませんが、何かが起きます。主は私たちを土台のあるこの都の真の市民にしてくださいます。


  



  第七章 普遍性との関連におけるエルサレム


  



  聖書朗読：イザ五二・一、七～八、十四～十五、使二・五、七～十一、十・十一～十六、三四～三五。


  



  エルサレムは、神の御言葉では、特に教会を表すことを思い出しましょう。それは教会の包括的・総合的絵図です。そして私たちが理解しようとしているのは、教会の霊的構成であり、神の御言葉によると教会は実際に何なのか、教会の使命は何かということです。


  普遍性は霊性や天的性質ととても密接な関係にあることを理解するのに、あまり深い思考や熟慮は必要ありません。天は常に普遍性の象徴です。これはとても明確です。天の中に入る時、あなたは生活の限られた制約や、あらゆる地理的制限から逃れて、絶対的に普遍的なものの中に入ります。霊性の問題についても同じことが言えます。あなたが霊の事柄の領域の中に入る時、そこでもあなたは些細な制限や制約されたものをすべて後にしたのです。すべての束縛を断ち切ったのです。


  ですから、天的性質と霊性は私たちをとても明確かつ明瞭に普遍的なものの中へと導きます。そして、主の民が確信すべき最も重要なことは、教会の普遍性です。それを明確にすることが必要です。それをとても明確に理解することが必要です。偉大な神の御旨、世が造られる前から神の御心の中にあったもの、この経綸における神の卓越した目的であるものと真に関わっている者たちは、その性質を明確にはっきりと理解する必要があります。そしてその普遍性について述べる時、それによって何を言わんとしているのかについて、私たちは注意深く、また大いに確かでありたいと思います。


  エルサレムによって予表されている教会の排他性と包括性


  神の御言葉に来てエルサレムについて学ぶ時、表面上互いに相いれないように思われる二つの点を見いだします。この二つは両立するのが難しく、矛盾しているように思われます。


  一方において、エルサレムは明確に定められた、はっきりした境を持つ都です。エルサレムには城壁があり、その城壁が周りを囲んでいます。またエルサレムには門があります。城壁と門の目的は、排除することと受け入れることです。ですから、この都に入れる人とそうでない人に関して管理することです。ですからエルサレムはとても明確に規定されており、ある意味において、包括的であると同時に排他的でもあるように見えます。つまり、ある一団に向かって「あなたたちはこの都に属しています！」、また別の群れに対して「あなたたちはこの都に属しておらず、その中に何の場所も持っていません！」とそれは告げるのです。


  他方、エルサレムは普遍的なものとして示されているという事実があります。エルサレムの歴史を読む時、多くの普遍的な要素に触れます。すべての諸国民がエルサレムによって影響を受け、またエルサレムに影響を及ぼすこと、その関係は包括的であり広範囲に及ぶことがわかります。それを適切に表現する唯一の言葉は「普遍性」です。それは一つの国の真ん中に据えられています。その国のことを固定的・排他的特徴を持つものとして述べることは一瞬たりとも決してできません。パレスチナは両極端な特徴を持っており、両者の間のあらゆる色調を帯びています。一年のある時期にパレスチナのある特定の場所に座していると、華氏百度の温度で死にそうになります。しかし、ひどい暑さでこのように汗ばみながら座っている所から、ヘルモン山の雪が見えるのです。ある場所に立つと、両極端を物語るヤシの木と松の木を同時に見ることができます。ヨルダン渓谷の南側は亜熱帯気候であり、ヨルダン渓谷の北側は亜高山気候です。そして、その地のこの両極端な気候の間には、あらゆる相、あらゆる段階があります。場所によっては、羊の皮のマントを着た羊飼いたち――これは寒さを物語ります――が見つかります。他の地域では、彼らが熱を締め出すためにあらゆることをしているのが見つかります。これらの地理的・気候的特徴は、この地の普遍性を示す絵図であり型です。エルサレムはこの地の真ん中に据えられています。この地上の諸国民で、何らかの時に、エルサレムと、そしてパレスチナと、何らかの種類の関係を持ちそこなったものは、ほとんどありません。また、将来、すべての諸国民がその地の中に集められ、戦いの中で主ご自身によって対処されることを、私たちは知っています。


  地上のエルサレムに歴史的に言えることは、天のエルサレムにも霊的に言えることが明らかにされています。すべての諸国民がそれと関係を持つことになります。地の王たちは彼らの栄光をその中に持って来ます。そして、その木の葉は諸国民の健康のためのものとなります。そして、それは宇宙の他の部分に関して統治的地位を占めます。天のエルサレムの普遍性は、神の御言葉の中で、おびただしい証拠により、完全に明らかにされています。


  これはみな、教会を指し示しています。そして、ごく単純かつ明確に、教会はこれらの特徴に霊的にあずかっていることを告げています。一方において、排他性に至る特色と区別があり、他方において、全世界、すべての諸国民と関係を持たせる普遍性があります。すでに述べたように、私たちはこのような事柄を自分の心と知性で明確に理解しなければなりません。この対立するように思われる二つの要素は、どうすれば両立させられるのでしょう？進みつつ、模索することにします。


  教会のこの二重の性格は次のものの中に見られ、またそれから導かれる――（ａ）そのかしら


  教会を一方において排他的に、他方において普遍的にするものは何でしょう？その答えは、それを普遍的にするものがそれを排他的にし、それを排他的にするものがそれを普遍的にする、というものです。まず、それに普遍的性質・性格を与えるのは、その中で、そして天のエルサレムすなわち教会の中で最高であるパースンです。主イエスは中心的な最高のパースンであり、彼のパースンは普遍的パースンです。つまり、人の子となったことで、彼は一種族としての人と生き生きと接触を持つようになられたのです。彼は英国人の子や中国人の子であるとは述べられていません。彼は人の子です。そして、それはすべてを包含します。それはあらゆる国、地方、親族、言語の人に触れます。ですから、この世の至る所にいる人に触れます。その人の生い立ち、経歴、言語、外観は全く関係ありません。主イエスが人と接触されるとき、その人の家系が何であれ、それには生き生きとした魅力、生き生きとした意味があります。彼は、これまでいた他のどの人とも全く異なります。主イエスの驚くべき点の一つは、彼には人を引き付ける生き生きとした魅力があることです。その人が見いだされる方法や場所は関係ありません。彼はすべての人の救い主です。彼の救いはすべての種族、すべての言語の民、あらゆる生い立ちの人々に及びます。他の人には、このようなことはありえません。福音を携えて他の国々に行く時、私たちは往々にして次のような状況に出くわします。「おや、あなたはイギリス人ですね（その人がイギリス人の場合）。あなたの考え方や、あなたの見解は、私たちの考え方や見解とは全くかけ離れています。私たちをイギリス的思考・気質・見解という鋳型にはめ込もうとしても無理です」。もし福音がこの水準で示されるなら、扉は閉ざされます。そのようなやり方には何の見込みもありません。教会がその天的領域から地的水準に引きずり降ろされる時、そして、他の国々の人々が、よその国から彼らのもとにもたらされた教会の鋳型にはめ込まれようとされる時、それは悲劇的結果になることが何度も何度も証明されてきました。そんなことは不可能です。


  主イエスはこの地上のどの場所でも、ご自身に由来する性格を帯びた人々の一団を構成することができます。そして、そうすることにより、普遍的なものを形成することができます。つまり、彼はあらゆる国家的区別、気質や構成のあらゆる違いを破棄されるのです。それは、ひとりの中心的パースンとの生命結合により、一つの普遍的な霊的教会――それは諸国民の上にあり、大いに天的、霊的、普遍的です――を生み出すためです。この関係を生じさせるこのパースンが、教会の普遍性の原因です。しかしもしキリストが中心的な最高の地位に保たれなければ、そして、追い求める唯一の目的がキリストへの同形化でなければ、神の御言葉が述べている教会を実現するのは不可能です。しかしキリストにその地位が与えられるとき、そして、命と生活の中に彼が真に入られるとき、他の問題はすべておのずから解け、教会が生じます。何かをキリストの場所に置くなら、たとえそれが教会自身だったとしても、またいわゆる教会だったとしても、あなたはその普遍性を破壊して、それを地方的なもの、国家的なもの、地的なものにしてしまいます。したがって、霊的価値の限られたものにしてしまいます。


  このパースンによって生じる教会の普遍性、そして彼に対する生き生きとした関係は、排他性を生じさせます。これは矛盾する言葉ではなく、相補的な言葉です。なぜなら、その中心的パースンすなわち主イエス・キリストとの生き生きとした関係の中に入らないかぎり、だれも教会の中に入れないからです。教会の中に入ると、直ちに、キリストは普遍的中心であるだけでなく境界線でもあることがわかります。この事実はさらに、教会の中に入る問題だけでなく、教会における霊的発達の問題にも影響を及ぼすことがわかります。この霊的教会すなわちキリストのからだの肢体である時だけ、私たちは成長することができます。そして、教会それ自体は全体として、キリストがその命となる時だけ、霊的な方法で成長・発達することができます。私たちの問題は、ある明確な領域を心に思い描いてしまうことです。本来、これは霊的な問題であること、教会はたんなる区切られた領域ではないこと、あなたはその中にいるかもしれないし、あるいはその外にいるかもしれないことを、私たちは理解しなければなりません。教会は場所というよりはむしろ霊的状態であること、そしてその「状態」が私たちがどれだけ生き生きと教会の中にいるのか、そしてどれだけキリストに同形化されているのかを決定することを、私たちは理解しなければなりません。


  私としては、神の御言葉の中でシオンとエルサレムが区別されている理由はこれであると信じています。これらの言葉は交換可能であり、往々にして同じ場所に関して用いられている一方で、それにもかかわらず、それらの間には区別があります。シオンは、神がエルサレムについて考えておられるとおりの、理想のエルサレムです。シオンは、神の完全な教会を視野に入れた時に用いられる言葉です。エルサレムはシオンに届かないかもしれませんし、シオンより劣るかもしれません。エルサレムはありのままの状況を表すかもしれませんが、シオンは神が望んでおられる状況を表します。御言葉では、この違いはとても顕著です。ですからシオンが神の完全な御旨を表す以上、神の願いはエルサレムがその性格をシオンから得ることです。これを私たち自身の人生にあてはめると、それは次のことを意味します。すなわち、御子である主イエスによって示されている神の理想に同調するときだけ、私たちはエルサレムに対する神の御思いにあずかる者となるのです。教会人たる身分は、ある限られた境界内に入る問題ではありません。教会人たる身分は主イエスとの関係の問題であり、霊的状態の問題です。この関係及び霊的状態に達しそこなうことは、教会からの排除を意味します。教会に関する一般的考えがいかに徹底的に真理に欠けているのかがわかります。教会に関する一般的考えでは、ある教理的公理に同意して、ある儀式やしきたりを通過すれば、教会に所属することができます。これは教会に関する完全に誤った観念です。教会は団体的に表現されたキリストです。そして、教会の肢体たる身分はキリストの肢体たる身分です。教会の肢体としての私たちの価値は、私たちが到達したキリストの度量によって決まります。キリストのパースンは普遍的であり、それゆえ、彼と関係している教会も普遍的になります。それは、人生のあらゆる点、あらゆる状態に、教会は生き生きとした方法で触れるという意味です。形式的な方法ではなく、生き生きとした方法で触れるのです。キリストが教会の中で、また教会を通して表現されるがゆえに、適用、要請として、生き生きとした接触があるのです。


  （ｂ）十字架


  その普遍性、そしてそれと同時にその排他性を構成しているもう一つのものはキリストの十字架です。主イエスの十字架は普遍的なものでした。この十字架によって触れられなかった領域は全くありません。罪は普遍的なものであることは立証されているでしょうか？それなら、十字架は普遍的です。それはあまねく罪に触れます。人の堕落した状態は普遍的でしょうか？それなら、十字架は絶対的にそれと関係しています。十字架が象徴しているものはみな、普遍的に適用できること、そして普遍的意義があることがわかっていますし、証明されています。この都の中に入る唯一の道は十字架の道によります。これは、教会の価値、証し、魅力、召し、招きは普遍的であることを意味します。だれも排除される必要はありません。とは言え、それと同時に、十字架の道によらないかぎりその中に入るのは不可能です。それは普遍的であり、それと同時に排他的でもあります。


  （ｃ）命


  同じ特徴を帯びている三番目のものは、キリストがご自身の者にお与えになる命です。それは普遍的な命です。それは他の種類の命のようではありません。領域が限られている他の種類の命があります。人の命は限られています。それは人に属します。人しか人の命を持つものはいません。より低い感覚を持つ動物の命があります。動物が持つ命は低次の命です。それは動物に属します。さらに低次の命である植物の命があります。それは植物の王国に属します。これらは区別された王国であり、植物は動物になれず、動物は人になれません。命に関するかぎり、それらは排他的であり、自己完結しています。神の命は別の種類の命です。それが与えられて、人の命の基礎となる時、その人は神のすべての子供たちと何かを共有するようになります。これは、どんな違いがあったとしてもそうです。その人は共通の基礎を得ます。それは共通の基礎であり、それによって交わりが可能になります。そして、主に関してすべてが実際となります。この力強い、活動的な、神の命は、力づけ、内側で湧き上がり、その源である神に引き寄せられます。そして、それがその源に引き寄せられる時、それはその者を自分と共に連れて行きます。それは神の命の働きであり、人々をすべての諸国民、すべての言語、すべての親族、すべての気質の中から連れ出して、一つの中に、一つの普遍的教会の中にもたらします。それは各肢体の中にある神の命であり、一つからだを造ります。


  （ｄ）聖霊


  かしら、十字架、この命に言えることは、第四に、聖霊にも言えます。十字架によりキリストにあるすべての者の内に住んでおられる聖霊は、一つの普遍的な教会を構成されます。この教会の普遍性の表現は、聖霊が統治・支配することを許される時だけ維持されます。人が教会の中で支配し始めるやいなや、その普遍性は乱され、それは法的なもの、分裂したものになります。しかし聖霊が自由な道を進んで、絶対的主権を持っておられる間、聖霊はキリストの普遍性というこの原則を維持されます。そして、教会を垣根のないもの、完全な交わりを邪魔する諸々の妨げ――それらは人が聖霊の地位を占める時に生じます――のないものに保ってくださいます。


  これらのものは、ご覧のように、この二つの要素―― 一方において普遍性、他方において排他性――の間に均衡、調和を生じさせます。なぜなら、聖霊の統治下に来ないかぎり、だれもこの教会の中に、この天の都の中に入れないからです。


  この真理の偽物


  教会の普遍性というこの偉大な事実はとてつもなく重要なので、敵の側にそれを損なうためのあらゆる種類の試みを生じさせます。敵は主に二つの路線に沿って動いてきました。第一に、敵は偽りの普遍性の路線に沿って働いてきました。そして次に、地的路線に沿って働いてきました。この地的路線は分裂や、偽物の排他性という結果になります。


  偽りの普遍性に関しては、これはあらゆる領域で働いています。それは、人類はみな兄弟という名目の下、社会の領域の中に見られます。その背後には、偽りの普遍性を生じさせる、この狡猾で邪悪な敵の働きがあります。それをバビロンの内に見ることができます。人々がバビロンを建てるために働きに出て行った時、それは次のような態度によってでした。「さあ、都と塔を建てて、その頂を天に届かせよう。そして、われわれは名を上げて、全地のおもてに散るのを免れよう」（創十一・四）。その目的は何だったのでしょう？それは団結によって支配する力を維持するための、普遍的な兄弟精神だったのです。


  同じものが産業界にも働いています。それは政治の世界でも、国家連合を生じさせていますし、あるいは生じさせようとしています。それは宗教界でも、諸教会の一大同盟を生じさせようとしています。しかし、それは偽物であり、偽りの普遍性です。それはキリストと聖霊からの一体性ではありません。


  次に、偽物の面だけでなく、地的な面もあります。この地的な面では、霊の事柄、神の事柄は地的水準に引きずり下ろされてしまいます。人によって動かされ、掌握され、操られてしまいます。その結果は分裂です。主の民の間の数々の分裂はみな、何らかの形で人が神の事柄に干渉した結果です。それで、これらの分裂は互いに排除しあっています。これは偽りの排他性であり、十字架の排他性ではありません。


  これらは、キリストの霊的・天的教会の偉大な普遍性に対する、サタンの反対であり活動です。この普遍性を知り、維持できるのは、私たちが霊的な方法で地から離れている時だけです。治めることを聖霊に許している時だけです。私たちの教えが人の教えではなく、御霊の教えである時だけです。十字架が絶えず働いて、神からではないものをすべて排除している時だけです。この天の都は普遍的ですが、排他的です。ですから、これが教会です。しかし、それが実際に価値あるものとなるには、教会は実際的な形で天的・霊的であり続けなければならないのです。


  



  第八章 都の明かり


  



  聖書朗読：黙二一・十～十一、十八、二一、二二・一、ガラ四・二五～二六。


  



  「透明な」というこの言葉は、これらの節の中に一度ならず現れます。また、例えば「純粋な金」「透明なガラスのような」のように、その同義語も出てきます。これらの言葉は光の観念を示唆します。これらの言葉は、天から出て神から下って来る天のエルサレムに関して述べられている光と関係しています。その明かりは高価な宝石のようであり、碧玉のようです。


  主の天的な民の光について述べるにあたって、私たちは再びとても厳粛で、深刻な、大切な特徴に触れることにします。その特徴には、それに関する途方もない歴史があります。主の民の歴史、そして霊の命の歴史はすべて、光と暗闇、真理と虚偽、純粋さと姦淫・混合、透明性と曖昧さ、開放性と秘匿性の歴史です。この長い歴史を表現するのに他の多くの言葉を用いることができます。この歴史がこれほど長く、これほど多彩なのは、すべて敵の執拗な絶え間ない試みのせいです。敵は、神からのものを疑わしいもの、不確かなものにしようとしてきましたし、絶対的真理、絶対的純粋さ、絶対的透明性というその途方もない力をそれから奪い去ろうとしてきました。


  キリスト来臨の遥か昔に、サタンはこれらのバビロン的要素をこの地上に広めていました。これらのバビロン的要素は、教会が霊的衰退・弱さの状態に陥る時をひたすら待っていました。それはこの霊的団体に襲いかかり、その命を吸い取って損なう寄生虫となる機会をつかむためです。ですから、新約聖書の外に移る前にすでに、霊的に衰退した状況の所では、バビロン的特徴、祭司制度、聖職者階級制度、形式主義、儀式主義、他の多くの事柄――それらはバビロンに由来するものであり、オカルト、秘教、美学の中に見られます――といった状態であることがわかります。これらの観念は今や、ローマの体系全体の総計であり本質です。これらのものはみなバビロンから来たものであり、教会が衰退するのをこの世で待っていました。そして、この衰退が起きるやいなや、教会を掌握して侵害したのです。それらはみな、黙示録の最初の数章の中に見いだされます。また、他の箇所にも、奥義的バビロンのこの宗教性の数々の要素が見いだされます。それらの狙いは、直接的・即座にキリスト教を撲滅することや、教会の存在を消し去ることではなく、教会の立場を神の御前で曖昧なものにするよう様々なものを混合させることでした。それは、神が教会をもはやご自身の純粋な花嫁と認められないようにさせるためでした。


  七つの教会に対するこれらの手紙だけでなく、パウロのいくつかの手紙においても、これらの異教的要素を除き去るようにという要求に気づきます。彼が書き送った相手の状態は、とんでもない量の異教的要素を表しています。コロサイ人への手紙を見てください。この手紙を書いた目的は何だったのでしょう？霊的階級全体、霊的存在の領域、天使や大天使といったものが、異教により、見事に体系化されて、イエス・キリストまでもがたんに大天使の上位にある者として位置づけられたのです。他の天使はみな、確かに、彼より劣る様々な階級に配置されましたが、彼には大天使を上回る地位しか与えられませんでした。遥かに高い階級にあるけれども、天使の中のひとりとしての地位しか与えられなかったのです。コロサイ人への手紙は、文脈からわかるように、一方において、この偽りの教えの体系全体を非難するものとして書かれました。それがすべていかに邪悪なのかを指摘することによって、それを滅ぼすために書かれました。他方において、キリストに正当な地位を与えるために書かれました。この手紙の一章は、主イエスのパースンと御父との永遠の関係とに関する最高傑作です。彼は万物が造られる前に存在しておられました。万物は彼によって造られました。彼はかしらです。しかし、混合によってあのようなあらゆる害悪がなされたのです。つまり、真理の絶対的純粋さ、イエスにのみある真理を損なったのです。


  これは、敵がこれまでずっと真の霊的力をどれほど損なおうとしてきたのかを示す、とてもささやかで不十分な例にすぎません。敵はこれを諸々の要素を導入することによって行おうとしてきました。それらの要素は真理からその絶対性を除き去り、教会の透明性を損ない、そして、「その明かりは高価な宝石のようであり、碧玉のようであった……」という教会の姿に関するこの究極的啓示に反対しようとするものでした。純粋な金、透明なガラス、水晶のように透明であること――これがシオンの特徴であり、主の民の特徴です。これに反対して敵は常に働いてきました。それは、彼ら自身の状態を神の御前で曖昧なものにすることにより、教会の立場を危うくするためです。


  精金を曇らせること


  すでに見たように、これは第一に教理によってなされてきました。誤った教理に関する何らかの示唆を持ち込めるとき、誤謬をわずかでも潜り込ませられるとき、敵はそれを邪悪なパン種のように働かせます。そしてついには、その類のものが発達して、聖霊を退ける契機となり、それが存在する所では主は進み続けられなくなります。そして、妥協、麻痺、弱さの状況が確立されます。純金、精金が曇らされてしまいます。


  教理の線に沿ってこれがなされてきただけでなく、生活の線に沿ってもなされてきました。同じ方法、同じ狙いが敵の活動を支配しています。教理に関して絶対的に正統的なものの上にとても強く立っていたとしても、あなた自身の生活、あなた自身の霊的生活、あなた自身の道徳的生活についてはとても疑わしい状況にあるおそれがあります。神の御言葉の文字にはとても忠実でも、それでもあなた自身の生活と証しについては妥協しているおそれがあります。仕事の取引や、他の諸々の関係や、神の御前におけるあなた自身の生活について、そうかもしれません。透明でないもの、純粋でないもの、清くないもの、まっすぐでないもの、疑わしいもの、おそらくは秘密の習慣があるかもしれません。ああ、もしかすると多くの事柄の中の一つによって、生活の中からあの堅固さ、あの明確さ、あの積極性、あの透明性が奪い去られているかもしれません。そして、時には無意識のうちに当事者の中に、何かに直面することへの恐れ、ばれて白状せざるをえなくなることへの恐れが生じます。停滞させるものが生活の背後にあります。そのせいで証しから真の活力が、生活の中から真の衝撃力が、交わりの中から真の実り豊かさと価値が奪われます。往々にして形はありませんが、何かがそこにあります。その上に手を置くことはできませんが、正しくないもの、透明ではないものが、その生活の中にあることがわかります。そして次に隠し事、ごまかし、分離が生じます。あるいは、他の多くの種類の悪の兆候が生じるかもしれません。それはみな、神の御前で絶対的に透明ではない何かがあるせいです。敵が一つの要素を植え付けました。その要素が純粋な光を損なって、その生活に影、もやを生じさせたのです。敵の狙いは神にある命の完全な水晶のような透明性を損なって、それにより命全体を麻痺させることです。外形は依然として同じであり、信仰告白はそれまでと全く同じかもしれませんが、停滞してしまうのです。


  これを述べたのは非難するためではありません。ご自身の民、エルサレムに対する神の御旨を損なうために敵がそれに沿って好んで働く諸々の線の一つを指摘するためです。神の御旨とはすなわち、エルサレムが最終的に天から出て、神の栄光を持ち、その明かりが高価な宝石のように、碧玉のようになることです。そして、それに関するいっさいのものが、ガラスのように透明で、水晶のように透明な純金となることです。ああ、このような言葉や句には、なんという霊的価値と重みがあることか！


  これはみな議論の余地のない明確なことです。私たちは次のことを理解しなければなりません。すなわち、敵は絶えず、「自分は雲の下にある」と感じる地点に私たちをいつのまにか引き込もうとしているのです。時として敵は誤った立場を設けて、「自分は誤っている」と私たちに感じさせます。私たちは誤っていないかもしれませんが、敵は「自分は誤っている」と私たちに感じさせて、自信、確信、堅固さ、立場、地位を失うあの領域に私たちを引き込もうとします。その領域で、私たちは潜り込んだ何らかの要素によって弱められてしまいます。敵は、神の民を雲の下に、疑いの下に置いて、彼ら自身の心を疑いや疑問の下に置こうと企てます。それは、透明性、確信、力を損なうためであり、そして、彼らが万人に対して、彼ら自身に対してさえ、大きな問題となるようにするためです。


  敵からの毒ガス


  個人に関してだけでなく、神の集団的手段についても、これはあてはまります。神が、ご自身の証しをより明確に、より豊かなものにするための手段を起こされる時はいつでも――神の願い・御旨は、御子の性質をより明確に、より完全に啓示することです――悪の全勢力はそれを疑惑の下に置いて、だれの目から見ても又だれが考えても、その上に大きな疑問符が浮かぶようにすることに注意を集中します。


  なぜ主の民はこの事実に鈍感なのでしょう？それと並行するある事実のためです。そして、これもまた同じように強力な事実です。その事実とは、その事柄を実際に調べてみると、疑う理由は何もないことがわかるということです。それは全く根拠のない疑惑だったのです。これは明らかに悪魔の働きです。悪魔は、主が御子のより豊かな啓示のために、そしてご自身の民に対するその願いのより豊かな啓示のために用いようとしておられるものを、疑問、疑惑、疑いというこのもやで覆います。それは、危険で疑わしいものと見なされる領域にそれを追いやるためです。主の民が「すべての事柄を試しなさい」という命令に従うよう神に祈ります！


  敵の狙いが何か、敵がどのように働くのかがわかります。敵の狙いと敵が働く方法を知ることは、時として助けになります。それを知ってさえいれば、私たちは多くのことから救われるかもしれません。


  これは私たちの心へのメッセージです。その危険、危機、敵の策略を知らせてもらうことにより、客観的な方法で、私たちは助けを受けます。それだけでなく、それは内的経験の上に光を投じて、私たちに対する主のすべての取り扱いの目的は私たちを水晶のように透明なこの状態にもたらすことであることを示してくれます。「見よ、あなたは内なる諸部分に真実を求められます」（詩五一・六）。そして求めているものを主は獲得されるでしょう。ご自身の者に対する主の取り扱いは清めの取り扱いであり、この水晶のような透明さ、この純金、この高価な宝石を得るためです。泥を取り除き、もやを取り除き、欺きの方面で働くあの秘密で内密の要素をすべて取り除くためです。それらは嘘、偽りという結果になります。それをすべて私たちの中から根こそぎにすることを主は願っておられます。主は曖昧なすべてのものの敵です。主は完全に透明なすべてのものの味方です。そしてこの暗い実体を取り除くために、主はご自身の火を私たちの生活の中に働かせて清めてくださいます。私たちの個人生活において、そして前述の集団的手段のような場合においても、主はこれを行われます。このようなものが長いあいだ火の外にあるのを、主は許されません。主は徹底的に純粋なこの状態を求めておられます。


  何が関係しているのかがわかるでしょう。来るべき代々においては、すべての諸国民はその明かりの中を歩まなければなりません。つまり、彼らは教会という手段を通して主を知る知識を得ることになります。彼らは教会によって統治されることになります。諸国民はその明かりの中を歩みます。これはどのような明かりでしょう？たんなる外面的な後光ではありません。これは霊的・道徳的な栄光の状態が輝き出たものです。これは「神の栄光を持って」いるものの性質自体から発したものです。神があなたと私を清め、浄化し、懲らしめて、その火を働かせて私たちを清めておられるのは、たんにそうすることが目的ではありません。主がそれを行っておられるのは、主の願いは私たちが個人的に善人となることであって悪人になることではないという理由で、たんに私たち自身のためにそうしておられるのではありません。主はそれを望んでおられると思いますが、それがすべてではありません。神が目的としておられるのは、壮大な宇宙的御旨、永遠の使命です。これを主は求めておられるのであり、それにはある条件が必要です。それはシオンの支配的特徴の一つです。つまり、主の御心を完全に表すことです。主の動機は常に、私たちが試練を通っている時に理解するよりも遥かに偉大で壮大です。私たちはそれを個人的問題に引きずり下ろして、「なぜ主は私をこのように扱われるのだろう？」という問いを発してしまいます。主の御思い、御旨、意図の範囲を狭めてしまいます。私たちはそれを局所化してしまい、そのせいで、自分がそのために備えられつつあった偉大な永遠の使命を理解できていれば受けていたであろう力と助けを失ってしまいます。


  「悪魔の策略」


  地上のエルサレムに関して神の御言葉が私たちに告げているすべての秘密めいた事柄に注目する時間があったなら、それらの隠された要素によってたびたび脅かされたのは神の御旨だったことがわかったでしょう。絵図として、城壁が築かれつつあったネヘミヤの時代を考えてください。また、敵がどのように自分自身の代表者を宮本体の中に隠したのかを考えてください。宮の中の一つの部屋を一人の代表者に占めさせることにより、敵はすべてを台無しにし、そのすべての働きと立場を弱めようとしました。次にエズラの時代、敵は「私たちはあなたたちがしているように同じ神に仕えます。あなたたちのもとに行って、あなたたちと一緒に働かせてください」と言いました。狡猾です！しかし神に感謝します。この神の人はとても透明な人だったので、状況を見抜くことができました。彼は欺かれませんでした。これらの人々の中に暗闇があることを、彼ははっきりと見ました。彼らの状態は透明な状態でも光の状態でもありませんでした。そこには不誠実さがあり、彼は彼らを締め出しました。そして彼がそうした時、彼らは自分たちがどこにいるのかをはっきりと示しました。これらの方法や他の多くの方法で、敵は神にふさわしくないものを事物の中心に据えようと常に努めていることがわかります。それはその有効性、証しの有益性を損なうためです。エルサレムの歴史は、これらの狡猾な要素がそのただ中で働く長い歴史です。


  私たちの主ご自身の時代に移ることにします。なんと多くのこの類の事柄に、彼はエルサレムで遭遇されたことでしょう！人々は彼の言葉尻をとらえようとしました。彼らは常に彼に対して罠を仕掛けました。彼らは欺きによって、罠によって彼を捕えようとして、密かに、隠れて働きました。彼の時代、エルサレムの状況・状態は完全にこのような有様でした。そして、清澄さ、透明性は損なわれました。それでも宮での礼拝は続けられていました。外面的には、この宗教組織はすべて従来どおり進んでいましたが、内側にはこの暗闇がありました。この嘘のゆえに、神はそれを放棄されます。主は度々とても直接的かつ簡潔な言葉でこれを指摘されました。「あなたたちは器の外側を清める……」！「白く塗った墓」！なんという絵図でしょう！彼らが自分たちのしっくいを持って巡回し、自分たちの墓を白く塗るのをご覧なさい。しかし内側では、彼らは「死人の骨でいっぱい」であると、彼は仰せられます。彼らはその外見を実際とは異なるものにしようとしていました。この嘘はこのようなものです。これは悪魔の働きであり、拒絶される結果になります。私たちに対する主の願いは、これまで述べてきたあの光の状態、透明な状態を私たちが理解することです。


  次の事柄は愛です。新約聖書の愛の特徴は何でしょう？偽りのない愛！なんという言葉でしょう！偽りのない愛――この言葉をクリスチャンたちに向かって使う場面を想像してみてください。これは、実際は全く愛していないのに、偽って愛そうとする者、愛を装おうとする者、愛するフリをしようとする者がいることを意味するのではないでしょうか？主があらゆる美徳、あらゆる要素の中に求めておられるのは、真実であるものです。


  これが、透明性を意味する光によって私たちが言わんとしていることです。それは事の純粋性、本質です。言葉、教理の中に真理があるかもしれませんが、それに対応する真理が心の中に、生活の中になければなりません。光は教理の問題かもしれませんが、対応する光の状態が心の中になければなりません。前者のような光や真理を私たちが多く持つことに敵は反対しませんが、できるものなら、それに反する嘘、矛盾を導入することにより、その真価を損なおうとします。


  これは厳しく聞こえるかもしれません。確かに、これは厳しいです！厳しくなければなりません！こう述べたのはだれかを非難するためではなく、警告としてです。それはおそらく何らかの問題を解明するでしょう。しかし、私たちはそれを激励や勧告の言葉として心に留めなければなりません。神は決して暗闇の中では建造されないことを覚えておいてください。つまり、光のないところでは建造は不可能なのです。神はこの世界を秩序と豊かさに戻す前に、「光あれ」と仰せられました。神はこの真理の顕現を求めておられます。神の御業は決して暗闇ではありません。そして絶対的光がないかぎり、建造と発展は不可能です。まっすくでない民、ひねくれた民、常に誤魔化そうとしている民、公明正大でなく背後のどこかに秘密を抱えている民と共に進み続けるのは不可能であることを、あなたはよくご存じです。「そんな人とは共に進み続けられません」と言わざるをえません。神はそのようです。私たちの中のだれかがそのような状況にあるなら、神はその人に「あなたが絶対的に公明にならないかぎり、あなたが絶対的に誠実になる境地に達しないかぎり、私はあなたと共に進み続けることはできません」と仰せられるでしょう。神は、ご自身がなそうとするいかなる種類の働きにも、実際性を要求されます。多くの弱さや多くの不完全さがあるかもしれませんが、もし神の御前で純粋性、実際性、公明性があり、そこでは霊が透明で純粋なら、神は御業を進めることができます。しかし、私たちが何かを内側に封じ込め、抑え、神の御前で完全に公明でなくなり始めるやいなや、御業はやんでしまいます。透明性を意味する光は、神の都の建造に必要不可欠です。なぜなら、この都の究極的目的は、神ご自身のあの栄光を輝き渡らせることだからです。神には変化も、回転によって投じられる影もありません。これは、神は信頼できることを意味します。


  主よ、私たちをそのようにしてください。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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